
栄養科学部 栄養科学科 
Faculty of Nutritional Sciences Department of Nutritional Sciences■教育目標

高度な栄養科学の知識・技術・技能を基に、総合的栄養管理能力を有し、栄養科学の分野で活躍できる人間性豊かで広い視野をもった、専門性の高い実践力のある管理栄養士の養成を目標とする。
Ⅰ　臨床の場で栄養評価および栄養管理面からチーム医療に参画できる人材を養成する。
Ⅱ　保健、医療、福祉、介護の領域で、栄養管理の面から、健康増進、疾病予防の担い手として、社会的支援の企画、運営のできる人材を養成する。
Ⅲ　健康増進のための食品、調理の研究と開発および栄養学的見識をそなえた食領域のスペシャリスト、加えて生活科学の知識、指導力をもち、高い倫理感をそなえた人間性豊かな人材を養成する。

選択科目〇〇〇〇
免許必修
（中高・栄養教諭共通）
免許必修
（栄養一種）
免許必修
（中高一種）

必修科目〇〇〇〇

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

Ⅰ全学年を通
　じて学ぶ

１．食生活と健康の関係を理解する

２．ヒューマニズムや倫理観を身につける

３．表現力を高める

Ⅱ管理栄養士
　を目指す気
　持ちを育む
　導入教育

１．管理栄養士を目指す気持ちを育む

Ⅲ専門科目を
　学ぶ前に

１．生命科学の基本的な知識を習得する

１．社会および環境と健康の関わりを
　　理解する

３．食べ物と健康の関連を理解する

４．栄養素等のはたらきを理解する

５．疾病の成り立ちについて理解する

生涯スポーツ論・実習Ⅱ生涯スポーツ論・実習Ⅰ
情報処理演習Ⅰ 情報処理演習Ⅱ
総合基礎英語

日本国憲法

初年次教育演習
※2017年度以降入学生のみ

英語リスニング
実用栄養英語A 実用栄養英語B

英語コミュニケーションA 英語コミュニケーションB

健康科学英語
中国語A
韓国語A

中国語B
韓国語B

管理栄養士入門(編)

生物有機化学
基礎生物学
演習基礎化学

社会と健康・疫学環境と健康 実習・応用統計
健康管理概論 保健福祉概論

人体の構造と機能Ⅰ 人体の構造と機能Ⅱ
実習・人体の構造と機能

人体の生化学
実験・人体の生化学

実験・人体の構造と機能

食品の化学と機能 実験・食品の化学と機能
食品の加工と栄養
実習・食品の加工と栄養

食品の安全性 実験・食品の安全性

実習・食事設計と調理Ⅰ 実習・食事設計と調理Ⅱ 食事設計と栄養 実験・食事設計と栄養

基礎栄養学
基礎栄養学実験

疾病の成り立ち－基礎Ⅰ
疾病の成り立ち－臨床Ⅰ

疾病の成り立ち－臨床Ⅱ

疾病の成り立ち－基礎Ⅱ
疾病の成り立ち－臨床Ⅲ
実習・病原微生物と免疫

実習・疾病の成り立ちⅠ

管理栄養士入門

実習・疾病の成り立ちⅡ

食品機能・官能評価

英語・文化海外研修

２．人体の構造と機能を理解する
栄養科学科では、各科目が分野横断的に密接かつ複
雑に関連していることを念頭に置いた学修が必要となる。
ただし、上図ならびに履修系統図に示すとおり、各科
目は基礎（Ⅱ、Ⅲ）を踏まえた上で専門科目（Ⅳ、Ⅴ）を
学修し、管理栄養士としての総合力を高める（Ⅵ）ことが
できるよう配置されている。加えて、全学年を通じて学修
する科目（Ⅰおよびその他の一般教養科目）や栄養科学
を基盤とした教員養成科目を配置し、栄養科学分野にお
ける有為な人材を育成できるよう科目・分野間の関連付
けがなされている。
なお、履修系統図には、Ⅰ～Ⅵおよび教員養成科目に
おける各分野の学修達成目標を掲げており、特に同一
行に配置された科目については、関連性が強いことを示
している。

Ⅳ専門基礎
　科目
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１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

Ⅴ実践専門科目 １．栄養管理について学ぶ

２．ライフステージ等における身体特性と
　　栄養管理について学ぶ

３．医療・介護・福祉における栄養管理に
　　ついて学ぶ

４．健康・栄養教育の実践を理解する

５．健康増進と疾病予防を目指す公衆栄養
　　活動を理解する

６．給食と経営管理を理解する

７．臨地実習・校外実習へ向けて学習内容
　　を統合する

Ⅵ総合的な力量
　を高める

人間性豊かで
実践的指導力
のある教員の
育成

１．栄養教諭の免許取得を目標に、食のス
　　ペシャリストとしての高い専門性を身
　　につける

１．管理栄養士の職務について総合的に
　　理解する

２．中・高家庭科教諭の免許取得を目標に、
　　生活科学の知識や指導力を身につける

食事摂取基準概論 栄養マネジメント概論
応用栄養学Ⅰ

応用栄養管理実習
応用栄養学Ⅱ（含む運動栄養）
ライフステージ別・在宅栄養管理実習

臨床栄養学概論
臨床栄養管理実習Ⅰ
疾病別栄養管理Ⅰ
栄養教育各論Ⅰ
栄養教育論実習
公衆栄養学Ⅰ
公衆栄養学実習

公衆栄養学Ⅱ

栄養教育各論Ⅱ栄養教育概論
疾病別栄養管理Ⅱ
臨床栄養管理実習Ⅱ

給食経営管理給食栄養管理
給食経営管理実習

総合演習Ⅰ（臨地実習事前・事後指導）
臨地実習Ⅰ（給食管理） 臨地実習Ⅱ（公衆栄養・臨床栄養）

総合演習Ⅱ
管理栄養士特論Ⅲ
管理栄養士特論Ⅳ

管理栄養士特論Ⅰ
管理栄養士特論Ⅱ

卒業論文

教育原理教職入門
教育の制度と経営

道徳教育論
人権教育 特別活動（総合的な学習の時間の指導法を含む）

教育課程総論

教育相談教育心理学
特別活動

生徒指導論
養護・介護実習特別支援教育

※2019年度以降入学生のみ ※2018年度以前入学生のみ

※2018年度以前入学生は「教育実習研究」

※2019年度以降入学生のみ
教育方法論

学校栄養教育論Ⅰ 学校栄養教育論Ⅱ 栄養教育実習 教職実践演習（栄養教諭）

栄養教育実習事前・事後指導

被服製作実習被服学
家庭経営学

保育学（実習及び家庭看護を含む）
家庭科教育法Ⅲ家庭科教育法Ⅱ家庭科教育法Ⅰ 家庭科教育法Ⅳ

住居学（製図を含む）

情報教育実習 家庭電気・機械

教育実習
教育実習事前・事後指導

教職実践演習（中・高）

演習運動生理・栄養管理

薬と栄養管理

栄養クリニック演習

疾病別栄養管理Ⅲ

生徒指導（進路指導を含む）
※教職科目

※栄養教諭

※中・高家庭科教諭

科目領域の教育目標

※2017年度以降入学生のみ
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栄養科学部栄養科学科



1

�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
一
般
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
一
般
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
16
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）��
�
�
�
�
�○実1実習・疾病の成り立ち�

基

礎

教

科

専

門

教

育

1○実1実習・疾病の成り立ち�
11○実1実習・病原微生物と免疫
111○実1実験・人体の生化学
11○実1実験・人体の構造と機能
111○実1実習・人体の構造と機能

講義：45分
実習：135分2○講・実2実 習 ・ 応 用 統 計

22222○講2食 品 の 安 全 性
222○講2食 事 設 計 と 栄 養

22222○講2食品の加工と栄養
22222○講2食品の化学と機能
22○講2疾病の成り立ち－臨床�

※31○講1疾病の成り立ち－臨床�
22○講2疾病の成り立ち－臨床�

※311○講1疾病の成り立ち－基礎�
222○講2疾病の成り立ち－基礎�
222○講2人 体 の 生 化 学
222○講2人体の構造と機能�
222○講2人体の構造と機能�
22○講2保 健 福 祉 概 論

22○講2健 康 管 理 概 論
※2111○講1環 境 と 健 康
※2111○講1社会と健康・疫学

○演1初 年 次 教 育 演 習
※4○○講1管 理 栄 養 士 入 門

�
�
�
�
�
�
�
�5
単
位
以
上
修
得
���
�
�
�
�
�
�○○演1ス ペ イ ン 語 �

外

国

語

教

科

一

般

教

育

○○演1ス ペ イ ン 語 �
○○演1フ ラ ン ス 語 �

○○演1フ ラ ン ス 語 �
○演1韓 国 語 Ⅱ

○演1韓 国 語 Ⅰ
○演1中 国 語 Ⅱ

○演1中 国 語 Ⅰ
○○○○○○○○演2英語・文化海外研修

※1○演1健 康 科 学 英 語
○演1実 用 栄 養 英 語 Ｂ

○演1実 用 栄 養 英 語 Ａ
111○演1英語コミュニケーションＢ
111○演1英語コミュニケーションＡ

習熟度別○演1英 語 リ ス ニ ン グ
習熟度別○演1総 合 基 礎 英 語

111

��
�
�（
前
頁
の
続
き
）�
�
�
��○演1情 報 処 理 演 習 �

自
然
科
学
教
科

111○演1情 報 処 理 演 習 �
2○演2演 習 基 礎 化 学

○講2基 礎 生 物 学
○講2生 物 有 機 化 学

○○講2色 彩 の 科 学
○○講2体 の 科 学
○○講2地 学
○○講2生 物 学
○○○○講2食 の 科 学

備 考衛

生

食

品

栄
教
一
種

高
一
種

中
一
種

栄
養
士

管

理

栄
養
士

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

年次別開講科目表の見方（栄養科学部）

必修の欄に数字がある
科目は卒業のために必
要です。

卒業するために4年間で
必要な単位数です。

その他の注意
事項が書いて
あります。

免許・資格を取得するために
4年間で必要な単位数です。
数字が書いてある科目は、必
ず必要な科目です。

「外国語教科」から5単位以上
修得してください。
5単位を超えて修得した場合は、
「さらに16単位以上修得」の方
にカウントできます。

“食品の安全性”は栄
養士・管理栄養士・中
高家庭科・食品衛生監
視員（管理者）の免許・
資格を取得するために
必要！

“英語コミュニケーショ
ンＡ・Ｂ”は選択科目で
すが、中高家庭科・栄養
教諭の免許を取得するた
めに必要！
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年 次 別 開 講 科 目 表
学則の別表にもとづく各年次別の開講科目表は次のとおりです。

授業科目及び単位数（2017年度以降入学生に適用）

�
�
必
修
科
目
及
び
一
般
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
一
般
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
16
単
位
以
上
取
得（
次
頁
へ
続
く
）�
�
�

�
�4
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）

必
修
科
目
2
単
位
お
よ
び
選
択
科
目
か
ら
�

○○講2化 学

自
然
科
学
教
科

一

般

教

育

○○講2環 境 論
○○○○講2情 報 科 学

○○講2統 計 学 入 門
○○○○講2数 学 の 考 え 方

111

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�6
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○実1生涯スポーツ論・実習�

人

文

科

学

教

科

111○実1生涯スポーツ論・実習�
閉講閉講演2野 外 活 動 体 験
○○○○講2コミュニケーション論

○○講2国 際 食 文 化 概 論
○○○○講2アジア食文化事情
○○○○講2社会福祉とボランティア

222○講2日 本 国 憲 法
閉講閉講講2ジ ェ ン ダ ー 論
○○講2博 多 学
○○○○講2歴 史 学
○○講2マ ス コ ミ 論
○○講2知 的 財 産 論

○○講2金 融 リ テ ラ シ ー
○○講2経 営 学
○○講2九 州 経 済 事 情
○○○○講2ア ジ ア の 経 済
○○講2経 済 学
○○講2現 代 社 会 と 政 治
○○○○講2社 会 学

○○講2法 学
○○講2食 の 博 多 学
閉講閉講講2ス ポ ー ツ 文 化
○○講2宗 教 学
○○講2ア ー ト ワ ー ル ド

○○講2音 楽 の 世 界
○○○○講2国 際 文 化 論
○○講2リーダーシップ論
○○○○講2現 代 社 会 と 教 育

○○講2メンタルヘルス論
○○○○講2心 理 学

○○講2神 話 の 世 界
○○講2外 国 文 学
○○○○講2日 本 文 学

○○講2倫 理 学
○○○○講2哲 学

○○講2中 村 学

備 考衛

生

食

品

栄
教
一
種

高
一
種

中
一
種

栄
養
士

管

理

栄
養
士

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

21Ｎ
20Ｎ
19Ｎ
18Ｎ

（注） 食品衛生：食品衛生監視員任用資格及び食品衛生管理者任用資格
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111

�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
一
般
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
一
般
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
16
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）��
�
�
�
�
�
�○実1実験・食品の化学と機能

基

礎

教

科

専

門

教

育

1○実1実習・疾病の成り立ち�
1○実1実習・疾病の成り立ち�

11○実1実習・病原微生物と免疫
111○実1実験・人体の生化学
11○実1実験・人体の構造と機能
111○実1実習・人体の構造と機能

講義：45分
実習：135分2○講・実2実 習 ・ 応 用 統 計

22222○講2食 品 の 安 全 性
222○講2食 事 設 計 と 栄 養

22222○講2食品の加工と栄養
22222○講2食品の化学と機能
22○講2疾病の成り立ち－臨床�
※31○講1疾病の成り立ち－臨床�

22○講2疾病の成り立ち－臨床�
※311○講1疾病の成り立ち－基礎�

222○講2疾病の成り立ち－基礎�
222○講2人 体 の 生 化 学
222○講2人体の構造と機能�
222○講2人体の構造と機能�
22○講2保 健 福 祉 概 論

22○講2健 康 管 理 概 論
※2111○講1環 境 と 健 康
※2111○講1社会と健康・疫学

○演1初 年 次 教 育 演 習
※4○○講1管 理 栄 養 士 入 門

�
�
�
�
�
�
�
�5
単
位
以
上
修
得
���
�
�
�
�
�
�○○演1ス ペ イ ン 語 �

外

国

語

教

科

一

般

教

育

○○演1ス ペ イ ン 語 �
○○演1フ ラ ン ス 語 �

○○演1フ ラ ン ス 語 �
○演1韓 国 語 Ⅱ

○演1韓 国 語 Ⅰ
○演1中 国 語 Ⅱ

○演1中 国 語 Ⅰ
○○○○○○○○演2英語・文化海外研修

※1○演1健 康 科 学 英 語
○演1実 用 栄 養 英 語 Ｂ

○演1実 用 栄 養 英 語 Ａ
111○演1英語コミュニケーションＢ
111○演1英語コミュニケーションＡ

習熟度別○演1英 語 リ ス ニ ン グ
習熟度別○演1総 合 基 礎 英 語

111

��
�
�（
前
頁
の
続
き
）�
�
�
��○演1情 報 処 理 演 習 �

自
然
科
学
教
科

111○演1情 報 処 理 演 習 �
2○演2演 習 基 礎 化 学

○講2基 礎 生 物 学
○講2生 物 有 機 化 学

○○講2色 彩 の 科 学
○○講2体 の 科 学
○○○○講2地 学
○○講2生 物 学
○○○○講2食 の 科 学

備 考衛

生

食

品

栄
教
一
種

高
一
種

中
一
種

栄
養
士

管

理

栄
養
士

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

21Ｎ
20Ｎ
19Ｎ
18Ｎ
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40827278450124
221

合 計
12893

�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
一
般
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
一
般
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
16
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�○○演4卒 業 論 文

専

門

教

科

専

門

教

育

履修制限：84名○演2食品機能・官能評価
○講2管理栄養士特論�
○講2管理栄養士特論�

○講2管理栄養士特論�
○講2管理栄養士特論�
○演1演習運動生理・栄養管理

学外実習3○実3臨地実習�（公衆栄養・臨床栄養）
学外実習11○実1臨地実習�（給食管理）

○演1栄養クリニック演習
1○実1実習・食事設計と調理�

111○実1実習・食事設計と調理�
11○実1給食経営管理実習
11○実1公 衆 栄 養 学 実 習
1○実1臨床栄養管理実習�
11○実1臨床栄養管理実習�
11○実1栄 養 教 育 論 実 習
11○実1応用栄養管理実習
11○実1ライフステージ別・在宅栄養管理実習

111○実1基 礎 栄 養 学 実 験
1○演1総 合 演 習 �
1○○演1総合演習�（臨地実習事前・事後指導）
22○講2給 食 経 営 管 理
22○講2給 食 栄 養 管 理
2○講2公 衆 栄 養 学 �

222○講2公 衆 栄 養 学 �
※21○講1薬 と 栄 養 管 理
※21○講1疾病別栄養管理�

2○講2疾病別栄養管理�
22○講2疾病別栄養管理�
2○講2臨 床 栄 養 学 概 論
2○講2栄 養 教 育 各 論 �
22○講2栄 養 教 育 各 論 �

2222○講2栄 養 教 育 概 論
22222○講2応用栄養学�（含む運動栄養）
22222○講2応 用 栄 養 学 �
※21○講1栄養マネジメント概論
※3111○講1食事摂取基準概論

22222○講2基 礎 栄 養 学
111○実1実験・食品の安全性

基
礎
教
科

111○実1実験・食事設計と栄養
1○実1実習・食品の加工と栄養

備 考衛

生

食

品

栄
教
一
種

高
一
種

中
一
種

栄
養
士

管

理

栄
養
士

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

※1 英語リスニングまたは実用栄養英語Ｂを修得した学生のみ受講可能
※2 四半期科目（前半）
※3 四半期科目（後半）
※4 3年次開講分は編入学生のみ受講可能（四半期前半科目）

21Ｎ
20Ｎ
19Ｎ
18Ｎ
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★ 教職に関する授業科目の単位数は、卒業に必要な単位数の対象にはなりません。また、当該免許の教職課程申請を行ってい
ない者は、教職に関する授業科目を履修することはできません。

030474700060合 計
1○実1情 報 教 育 実 習

教

職

教

科

教

職

教

育

2○講2家 庭 電 気 ・ 機 械
学外実習1○実1養 護 ・ 介 護 実 習
※211○演1教育実習事前・事後指導
学外実習44○実4教 育 実 習

22○講2生徒指導（進路指導を含む）
22○講2家 庭 経 営 学
22○講2住居学（製図を含む）
11○実1被 服 製 作 実 習
22○講2被 服 学
22○講2家 庭 科 教 育 法 �
22○講2家 庭 科 教 育 法 �
22○講2家 庭 科 教 育 法 �
22○講2家 庭 科 教 育 法 �
22○講・実2保育学（実習及び家庭看護を含む）
1○演1栄養教育実習事前・事後指導

学外実習1○実1栄 養 教 育 実 習
2○講2生 徒 指 導 論
2○演2学校栄養教育論�
2○演2学校栄養教育論�

※2111○講1教 育 課 程 総 論
222○講2教 育 相 談
222○講2特別活動（総合的な学習の時間の指導法を含む）
2○演2教職実践演習（栄養教諭）

22○演2教職実践演習（中・高）
222○講2教 育 方 法 論
222○講2人 権 教 育
222○講2教 職 入 門
22○講2道 徳 教 育 論

※2111○講1特 別 支 援 教 育
222○講2教 育 心 理 学
222○講2教育の制度と経営
222○講2教 育 原 理

備 考衛

生

食

品

栄
教
一
種

高
一
種

中
一
種

栄
養
士

管

理

栄
養
士

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

自
由

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

21Ｎ
20Ｎ
19Ｎ
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★1 教職に関する授業科目の単位数は、卒業に必要な単位数の対象にはなりません。また、当該免許の教職課程申請を行って
いない者は、教職に関する授業科目を履修することはできません。

★2 編入生については、19・20・21Ｎ（30ページ）の教職教科が適用されます。

0294846000590合 計
1○実1情 報 教 育 実 習

教

職

教

科

教

職

教

育

2○講2家 庭 電 気 ・ 機 械
学外実習1○実1養 護 ・ 介 護 実 習

11○演1教 育 実 習 研 究
学外実習44○実4教 育 実 習

22○講2生徒指導（進路指導を含む）
22○講2家 庭 経 営 学
22○講2住居学（製図を含む）
11○実1被 服 製 作 実 習
22○講2被 服 学
22○講2家 庭 科 教 育 法 �
22○講2家 庭 科 教 育 法 �
22○講2家 庭 科 教 育 法 �
22○講2家 庭 科 教 育 法 �
22○講・実2保育学（実習及び家庭看護を含む）
1○演1栄養教育実習事前・事後指導

学外実習1○実1栄 養 教 育 実 習
2○講2生 徒 指 導 論
2○演2学校栄養教育論�
2○演2学校栄養教育論�

※2111○講1教 育 課 程 総 論
222○講2教 育 相 談
222○講2特 別 活 動
2○演2教職実践演習（栄養教諭）

22○演2教職実践演習（中・高）
222○講2教 育 方 法 論
222○講2人 権 教 育
222○講2教 職 入 門
222○講2道 徳 教 育 論
222○講2教 育 心 理 学
222○講2教育の制度と経営
222○講2教 育 原 理

備 考衛

生

食

品

栄
教
一
種

高
一
種

中
一
種

栄
養
士

管

理

栄
養
士

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

18Ｎ
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栄養科学部 フード・マネジメント学科（18S・19S・20S） 
Faculty of Nutritional Sciences　Department of Food Management■教育目標

栄養科学部フード・マネジメント学科は、栄養科学の知識・技術およびグローバルな視点をもって考える態度を基盤とし、健康増進に寄与する食品の研究・開発・製造のための知見に加え、
食科学を国内外へのビジネスへつなげる知見を併せもつことで、高付加価値な食産業を創出できる人材を養成します。

選択科目〇〇〇〇

必修科目

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

Ⅰ 基礎学力及び教養を身に付ける

Ⅱ 専門科目を学ぶ前に生命科学の基本的な知識を習得する

人間の体・栄養・健康に関する知識と
技術を習得する

食品に関する化学的知識と技術を習得する

食品製造・加工・保存・機能等に関する
知識と技術を習得する

食品の安全・安心に関する知識、技術、
法令を習得する

フードスペシャリストに必要な知識を習
得する

生涯スポーツ論・実習Ⅱ生涯スポーツ論・実習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ情報処理演習Ⅰ

総合基礎英語

生物有機化学
基礎生物学
演習基礎化学

英語リスニング
実用栄養英語A

日本国憲法
英語・文化海外研修

実用栄養英語B

ライフステージ論Ⅱ

食品製造工学

発酵食品学

食品表示の実務
食の機能性評価学食の機能性評価学

食品工場見学 

食品機能学実験
食品開発論

健康科学英語
英語コミュニケーションA 英語コミュニケーションB

有機化学

基礎栄養学 機能栄養学
ライフステージ論Ⅰ

解剖生理学実験解剖生理学

食品機能学

食品加工学
プリザベーション学

食品化学
食品学基礎実験

生化学

食品化学実験

食品資源学
食品分析学

微生物学

食品バイオテクノロジー学

栄養生化学実験

食品流通技術論

スポーツ栄養学 環境衛生学
Ⅲ 食に関する
科学的知識

〇〇〇〇

食品加工学実習

食品衛生学 食品衛生学実験
食品関係規約

フードスペシャリスト論 官能評価・鑑別演習
フードコーディネート論

―
36
―



１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

Ⅳ 食をビジネ
スに結び付け
る知識

ビジネスの現場に不可欠なコミュニケー
ション能力・マネジメント能力を身に付
ける

マーケティング論
食料経済学 フードビジネス学

食産業学
フードマネジメント論
食品企業経営戦略論

食品ビジネス戦略論

国内食文化研修 

アカウンティング 外食産業論
ファイナンス基礎 組織行動とリーダーシップ

食品ビジネスインターンシップ

経営分析論

国際食文化論 和食文化論

フードマーケティング論
６次産業化論 人的資源管理

海外食文化研修

ストラテジック・マネジメントマネジメント・コミュニケーションⅡマネジメント・コミュニケーションⅠ異文化間コミュニケーション対人コミュニケーションプレゼンテーション論理的作文能力

オペレーション戦略 フードファシリティマネジメント食品流通学

調理理論 調理学実習

卒業研究
高付加価値な食産業の創出に貢献するこ
とができる

食文化・調理に関する知識と技術を習得
する

食品流通・食ビジネス・金融・経済に関
する知識を習得する

Ⅴ コミュニケー
ション・マネジ
メント能力

Ⅵ 総合能力

―
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栄養科学部 フード・マネジメント学科（21S） 
Faculty of Nutritional Sciences　Department of Food Management■教育目標

栄養科学部フード・マネジメント学科は、栄養科学の知識・技術およびグローバルな視点をもって考える態度を基盤とし、健康増進に寄与する食品の研究・開発・製造のための知見に加え、
食科学を国内外へのビジネスへつなげる知見を併せもつことで、高付加価値な食産業を創出できる人材を養成します。

選択科目〇〇〇〇

必修科目

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

Ⅰ 基礎学力及び教養を身に付ける

Ⅱ 専門科目を学ぶ前に生命科学の基本的な知識を習得する

人間の体・栄養・健康に関する知識と
技術を習得する

食品に関する化学的知識と技術を習得する

食品製造・加工・保存・機能等に関する
知識と技術を習得する

食品の安全・安心に関する知識、技術、
法令を習得する

フードスペシャリストに必要な知識を習
得する

生涯スポーツ論・実習Ⅱ生涯スポーツ論・実習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ情報処理演習Ⅰ

英語コミュニケーションA

基礎生物学
演習基礎化学

Ⅲ 大学で学ぶための基礎力、社会人としての基礎力を習得
する

英語コミュニケーションB
TOEIC ⅠA

英語・文化海外研修

資格取得による認定Ⅰ～Ⅳ

TOEIC ⅠB
TOEIC ⅡA TOEIC ⅡB

経済・経営数学

ライフステージ論Ⅱ
機能栄養学 スポーツ栄養学 栄養療法概論

プリザベーション学 
食品機能学

食品表示の実務

発酵食品学
食品機能学実験

英語コミュニケーションC 英語コミュニケーションD

基礎栄養学

大学基礎演習 キャリア形成演習

ライフステージ論Ⅰ

実験・人体の構造と機能
生化学 栄養生化学実験

有機化学

食品分析学

人体の構造と機能

食品バイオテクノロジー学

食品流通技術論

食品化学
食品学基礎実験

食品化学実験

食品資源学

微生物学

食品加工学 食品加工学実習

環境衛生学

Ⅳ 食に関する
科学的知識の
習得

〇〇〇〇

食品衛生学 食品衛生学実験
食品関係規約

フードスペシャリスト論 官能評価・鑑別演習
フードコーディネート論

―
38
―



１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

Ⅴ 食をビジネ
スに結び付け
る知識の習得

経済学概論

フードビジネス学 マーケティング論 フードマネジメント論 オペレーション戦略
人的資源管理

組織行動とリーダーシップ

オペレーション戦略
人的資源管理

フードマーケティング論 フードマーケティング論

経営学概論 消費者行動論

食産業学 外食産業論

マーケティング・リサーチ 国際食品流通論食品知的財産論

アカウンティング ファイナンス基礎 経営分析論

マネジメント・コミュニケーションⅡマネジメント・コミュニケーションⅠ

卒業研究Ⅱ卒業研究Ⅰ研究ゼミ

会計・金融に関する知識を習得する

企業戦略等の実際について理解する

食ビジネスの実際を実地において理解
する

食文化・調理に関する知識と技術を習得
する

経済・経営一般についての知識を習得
する

食品ビジネス戦略論 食品企業経営戦略論 食品開発論
経営戦略論

海外研修Ⅰ～Ⅳ
プロジェクト演習Ⅰ、Ⅱ

経営戦略論
6次産業化論 6次産業化論

フードビジネスインターンシップ海外フードビジネス研修国内フードビジネス研修Ⅱ

国際食文化論 和食文化論

国内フードビジネス研修Ⅰ

食品経済学

調理理論 調理学実習

食品流通学
食産業についての知識を習得する

食ビジネスに関する知識を習得する

Ⅵ コミュニケーション能力を身につける

Ⅶ 総合力を身につける

―
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栄養科学部フード・マネジメント学科



○

�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
教
養
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
35
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）�
�
�
�
�
�○講2フードスペシャリスト論

応
用
食
品
学
科
目

食

品

学

科

目

専

門

教

育

○○講2食 品 流 通 技 術 論
○○○講2食 品 加 工 学

○○講2プリザベーション学
○○○講2食品バイオテクノロジー学

○○講2食 品 機 能 学
○○実1食 品 化 学 実 験

基
礎
食
品
学
科
目

○○実1食 品 学 基 礎 実 験
○○講2微 生 物 学
○○講2食 品 分 析 学

○○○講2食 品 衛 生 学
○○○講2食 品 資 源 学

○講2発 酵 食 品 学
○○講2食 品 化 学
○○講2有 機 化 学

履修制限：60名○実1実験・人体の構造と機能

応
用
栄
養
学
科
目

栄
養
学
科
目

○実1栄 養 生 化 学 実 験
○○講2機 能 栄 養 学

○講2栄 養 療 法 概 論
○○講2ス ポ ー ツ 栄 養 学

○講2ライフステージ論Ⅱ
○○講2生 化 学

基
礎
栄
養
学
科
目

○○講2人体の構造と機能
○○講2環 境 衛 生 学
○○講2ライフステージ論Ⅰ

○○○講2基 礎 栄 養 学
認定科目演1資格取得による認定Ⅳ

共
通
基
礎
科
目 認定科目演1資格取得による認定Ⅲ

認定科目演1資格取得による認定Ⅱ
認定科目演1資格取得による認定Ⅰ

○講2経 済 ・ 経 営 数 学
○演1キャリア形成演習

○演1大 学 基 礎 演 習

�
�
�
�
�
�
�
�
6
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅱ

外

国

語

教

科

教

養

教

育

○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅰ
○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅱ

○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅰ
○演1韓 国 語 Ⅱ

○演1韓 国 語 Ⅰ
○演1中 国 語 Ⅱ

○演1中 国 語 Ⅰ
○○○○○○○○演2英語・文化海外研修

習熟度別○演1ＴＯＥＩＣ ⅡＢ
習熟度別○演1ＴＯＥＩＣ ⅡＡ
習熟度別○演1ＴＯＥＩＣ ⅠＢ
習熟度別○演1ＴＯＥＩＣ ⅠＡ

○演1英語コミュニケーションＤ
○演1英語コミュニケーションＣ

○演1英語コミュニケーションＢ
○演1英語コミュニケーションＡ

（
前
頁
の
続
き
）6
単
位
以
上
修
得
��○演1情 報 処 理 演 習 Ⅱ

自
然
科
学
教
科

○演1情 報 処 理 演 習 Ⅰ
○演2演 習 基 礎 化 学
○講2基 礎 生 物 学

○○講2色 彩 の 科 学

備 考F·

S
食
品
衛
生

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

年次別開講科目表の見方（栄養科学部 フード・マネジメント学科）

必修の欄に数字がある
科目は卒業のために必
要です。

卒業するために4年間で
必要な単位数です。

その他の注意
事項が書いて
あります。

「外国語教科」から6単位以上
修得してください。
6単位を超えて修得した場合は
「さらに35単位以上」の方にカ
ウントできます。

免許・資格を取得するために
4年間で必要な単位数です。
数字が書いてある科目は、必
ず必要な科目です。
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年 次 別 開 講 科 目 表
学則の別表にもとづく各年次別の開講科目表は次のとおりです。

授業科目及び単位数（2021年度以降入学生に適用）

（注） 食品衛生：食品衛生監視員任用資格及び食品衛生管理者任用資格
Ｆ・Ｓ ：フード・スペシャリスト

�
�
�
�
�
�
必
修
科
目
及
び
教
養
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
35
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）

�
�6
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）○○講2体 の 科 学

自
然
科
学
教
科

教

養

教

育

○○○講2地 学
○○講2生 物 学
○○○○講2食 の 科 学

○○講2化 学
○○講2環 境 論
○○○○講2情 報 科 学

○○講2統 計 学 入 門
○○○○講2数 学 の 考 え 方

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�6
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○実1生涯スポーツ論・実習Ⅱ

人

文

科

学

教

科

○実1生涯スポーツ論・実習Ⅰ
○閉講演2野 外 活 動 体 験
○○○○講2コミュニケーション論

○○講2国 際 食 文 化 概 論
○○○○講2アジア食文化事情
○○○○講2社会福祉とボランティア

○講2日 本 国 憲 法
○閉講講2ジ ェ ン ダ ー 論
○○講2博 多 学
○○○○講2歴 史 学
○○講2マ ス コ ミ 論
○○講2知 的 財 産 論

○○講2金 融 リ テ ラ シ ー
○○講2経 営 学
○○講2九 州 経 済 事 情
○○○○講2ア ジ ア の 経 済
○○講2経 済 学
○○講2現 代 社 会 と 政 治
○○○○講2社 会 学

○○講2法 学
○○講2食 の 博 多 学
○閉講講2ス ポ ー ツ 文 化

○○講2宗 教 学
○○講2ア ー ト ワ ー ル ド

○○講2音 楽 の 世 界
○○○○講2国 際 文 化 論

○○講2リーダーシップ論
○○○○講2現 代 社 会 と 教 育

○○講2メンタルヘルス論
○○○○講2心 理 学

○○講2神 話 の 世 界
○○講2外 国 文 学
○○○○講2日 本 文 学

○○講2倫 理 学
○○○○講2哲 学

○○講2中 村 学

備 考F·

S
食
品
衛
生

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

21Ｓ
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栄
養
科
学
部

フ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科



○

�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
教
養
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
35
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）�
�
�
�
�
�○講2フードスペシャリスト論

応
用
食
品
学
科
目

食

品

学

科

目

専

門

教

育

○○講2食 品 流 通 技 術 論
○○○講2食 品 加 工 学

○○講2プリザベーション学
○○○講2食品バイオテクノロジー学

○○講2食 品 機 能 学
○○実1食 品 化 学 実 験

基
礎
食
品
学
科
目

○○実1食 品 学 基 礎 実 験
○○講2微 生 物 学
○○講2食 品 分 析 学

○○○講2食 品 衛 生 学
○○○講2食 品 資 源 学

○講2発 酵 食 品 学
○○講2食 品 化 学
○○講2有 機 化 学

履修制限：60名○実1実験・人体の構造と機能

応
用
栄
養
学
科
目

栄
養
学
科
目

○実1栄 養 生 化 学 実 験
○○講2機 能 栄 養 学

○講2栄 養 療 法 概 論
○○講2ス ポ ー ツ 栄 養 学

○講2ライフステージ論Ⅱ
○○講2生 化 学

基
礎
栄
養
学
科
目

○○講2人体の構造と機能
○○講2環 境 衛 生 学
○○講2ライフステージ論Ⅰ

○○○講2基 礎 栄 養 学
認定科目演1資格取得による認定Ⅳ

共
通
基
礎
科
目 認定科目演1資格取得による認定Ⅲ

認定科目演1資格取得による認定Ⅱ
認定科目演1資格取得による認定Ⅰ

○講2経 済 ・ 経 営 数 学
○演1キャリア形成演習

○演1大 学 基 礎 演 習

�
�
�
�
�
�
�
�
6
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅱ

外

国

語

教

科

教

養

教

育

○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅰ
○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅱ

○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅰ
○演1韓 国 語 Ⅱ

○演1韓 国 語 Ⅰ
○演1中 国 語 Ⅱ

○演1中 国 語 Ⅰ
○○○○○○○○演2英語・文化海外研修

習熟度別○演1ＴＯＥＩＣ ⅡＢ
習熟度別○演1ＴＯＥＩＣ ⅡＡ
習熟度別○演1ＴＯＥＩＣ ⅠＢ
習熟度別○演1ＴＯＥＩＣ ⅠＡ

○演1英語コミュニケーションＤ
○演1英語コミュニケーションＣ

○演1英語コミュニケーションＢ
○演1英語コミュニケーションＡ

（
前
頁
の
続
き
）6
単
位
以
上
修
得
��○演1情 報 処 理 演 習 Ⅱ

自
然
科
学
教
科

○演1情 報 処 理 演 習 Ⅰ
○演2演 習 基 礎 化 学
○講2基 礎 生 物 学

○○講2色 彩 の 科 学

備 考F·

S
食
品
衛
生

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

21Ｓ
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2540124－－－－264合 計 21351

�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
教
養
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
35
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�○演2卒 業 研 究 Ⅱ

卒業研究

専

門

教

育

○演2卒 業 研 究 Ⅰ
○演1研 究 ゼ ミ
○講2マネジメント・コミュニケーションⅡ

シ
ョン
科
目

コ
ミ
ュニ
ケ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・

専

門

発

展

科

目

○講2マネジメント・コミュニケーションⅠ
○○講2経 営 戦 略 論

発
展
科
目 ○○講26 次 産 業 化 論

○講2食品ビジネス戦略論
○講2食品企業経営戦略論

四半期科目（前半）○演1食 品 表 示 の 実 務
○講1食 品 開 発 論

認定科目実1プロジェクト演習Ⅱ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
科
目 認定科目実1プロジェクト演習Ⅰ

認定科目実2海 外 研 修 Ⅳ
認定科目実2海 外 研 修 Ⅲ
認定科目実2海 外 研 修 Ⅱ
認定科目実2海 外 研 修 Ⅰ

○演2フードビジネスインターンシップ
履修制限：16名○演2海外フードビジネス研修
履修制限：40名○演1国内フードビジネス研修Ⅱ
履修制限：40名○演2国内フードビジネス研修Ⅰ

○○講2人 的 資 源 管 理

応
用
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
科
目

食
品
ビ
ジ
ネ
ス
科
目

○講2組織行動とリーダーシップ
○○講2オペレーション戦略
○○講2フードマーケティング論

○講2フードマネジメント論
○講2外 食 産 業 論

○講2食 産 業 学
○講2経 営 分 析 論
○講2国 際 食 品 流 通 論

○講1食 品 知 的 財 産 論
○講2マーケティングリサーチ

○講2消 費 者 行 動 論
○講2ファイナンス基礎

基
礎
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
科
目 ○講2アカウンティング

○講2マーケティング論
○○講2食 品 流 通 学

○○講2食 品 関 係 規 約
○講2食 料 経 済 学
○講2フードビジネス学
○講2経 営 学 概 論

○講2経 済 学 概 論
○○実2調 理 学 実 習

調
理
学
科
目

食
文
化
調
理
科
目

○○講2調 理 理 論
○講2和 食 文 化 論

食
文
化
科
目

○講2国 際 食 文 化 論
○○○実1食 品 加 工 学 実 習

応
用
食
品
学
科
目

食
品
学
科
目 ○○演2官能評価・鑑別演習

履修制限：60名○実1食 品 機 能 学 実 験
○○実1食 品 衛 生 学 実 験

○○講2フードコーディネート論

備 考F·

S
食
品
衛
生

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数
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授業科目及び単位数（2020年度以前入学生に適用）

（注） 食品衛生：食品衛生監視員任用資格及び食品衛生管理者任用資格
Ｆ・Ｓ ：フード・スペシャリスト

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�必
修
科
目
及
び
教
養
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
48
単
位
以
上
修
得
（
次
頁
へ
続
く
）

�
��6
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）○講2生 物 有 機 化 学

自
然
科
学
教
科

教

養

教

育

○○講2色 彩 の 科 学
○○講2体 の 科 学
○○○○講2地 学
○○講2生 物 学
○○○○講2食 の 科 学

○○講2化 学
○○講2環 境 論
○○○○講2情 報 科 学

○○講2統 計 学 入 門
○○○○講2数 学 の 考 え 方

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
6
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○実1生涯スポーツ論・実習Ⅱ

人

文

科

学

教

科

○実1生涯スポーツ論・実習Ⅰ
閉講○演2野 外 活 動 体 験
○○○○講2コミュニケーション論

○○講2国 際 食 文 化 概 論
○○○○講2アジア食文化事情
○○○○講2社会福祉とボランティア

○講2日 本 国 憲 法
閉講閉講講2ジ ェ ン ダ ー 論
○○講2博 多 学
○○○○講2歴 史 学
○○講2マ ス コ ミ 論
○○講2知 的 財 産 論

○○講2金 融 リ テ ラ シ ー
○○講2経 営 学
○○講2九 州 経 済 事 情
○○○○講2ア ジ ア の 経 済
○○○講2経 済 学
○○講2現 代 社 会 と 政 治
○○○○講2社 会 学

○○講2法 学
○○講2食 の 博 多 学
閉講閉講講2ス ポ ー ツ 文 化
○○講2宗 教 学
○○講2ア ー ト ワ ー ル ド

○○講2音 楽 の 世 界
○○○○講2国 際 文 化 論
○○講2リーダーシップ論
○○○○講2現 代 社 会 と 教 育

○○講2メンタルヘルス論
○○○○講2心 理 学

○○講2神 話 の 世 界
○○講2外 国 文 学
○○○○講2日 本 文 学

○○講2倫 理 学
○○○○講2哲 学

○○講2中 村 学

備 考F·

S
食
品
衛
生

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

20Ｓ
19Ｓ
18Ｓ
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履修制限：60名

�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
教
養
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
48
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）�
�
�
�
�○実1解 剖 生 理 学 実 験

応
用
栄
養
学
科
目

専
門
応
用
教
科

専

門

教

育

○実1栄 養 生 化 学 実 験
2○講2機 能 栄 養 学
2○講2ス ポ ー ツ 栄 養 学

○講2ファイナンス基礎

基
礎
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
科
目

専

門

基

礎

教

科

○講2アカウンティング
○講2マーケティング論

2○講2食 品 流 通 学
2○講2食 品 関 係 規 約

○講2食 料 経 済 学
○講2フードビジネス学

2○実2調 理 学 実 習

調
理
学
科
目

基

礎

2○講2調 理 理 論
○講2和 食 文 化 論

基
礎
科
目

食
文
化

○講2国 際 食 文 化 論
1○実1食 品 化 学 実 験

基
礎
食
品
学
科
目 1○実1食 品 学 基 礎 実 験

22○講2食品バイオテクノロジー学
2○講2微 生 物 学
2○講2食 品 分 析 学

22○講2食 品 衛 生 学
22○講2食 品 資 源 学

2○講2食 品 化 学
2○講2有 機 化 学
2○講2生 化 学

基
礎
栄
養
学
科
目

2○講2解 剖 生 理 学
2○講2環 境 衛 生 学

○講2ライフステージ論Ⅱ
2○講2ライフステージ論Ⅰ

22○講2基 礎 栄 養 学

�
�
�
�
�
�
�
�
5
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅱ

外

国

語

教

科

教

養

教

育

○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅰ
○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅱ

○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅰ
○演1韓 国 語 Ⅱ

○演1韓 国 語 Ⅰ
○演1中 国 語 Ⅱ

○演1中 国 語 Ⅰ
○○○○演2英語・文化海外研修

※1○演1健 康 科 学 英 語
○演1実 用 栄 養 英 語 B

○演1実 用 栄 養 英 語 A
○演1英語コミュニケーションＢ

○演1英語コミュニケーションＡ
習熟度別○演1英 語 リ ス ニ ン グ
ベルリッツ講師担当 習熟度別○演1総 合 基 礎 英 語

�（
前
頁
の
続
き
）6
単
位
以
上
修
得
��

○演1情 報 処 理 演 習 Ⅱ

自
然
科
学
教
科

○演1情 報 処 理 演 習 Ⅰ
○演2演 習 基 礎 化 学
○講2基 礎 生 物 学

備 考F·

S
食
品
衛
生

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

※1 英語リスニングまたは実用栄養英語Ｂを修得した学生のみ受講可能

20Ｓ
19Ｓ
18Ｓ
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2540124－－－－248合 計 18959

�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
教
養
教
育
か
ら
指
定
の
単
位
数
の
ほ
か
教
養
教
育
及
び
専
門
教
育
の
選
択
科
目
か
ら
さ
ら
に
48
単
位
以
上
修
得
��○○演4卒 業 研 究卒業研究

○講2マネジメント・コミュニケーションⅡ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

専

門

発

展

教

科

専

門

教

育

○講2マネジメント・コミュニケーションⅠ
○講2論 理 的 作 文 能 力

○講2異文化間コミュニケーション
○講2対人コミュニケーション

○講2プレゼンテーション
○○講2食の機能性評価学

発
展
科
目 ○講2ストラテジック・マネジメント

○講26 次 産 業 化 論
○○講2食品ビジネス戦略論

○○講2食品企業経営戦略論
四半期科目（前半）○演1食 品 表 示 の 実 務

○講2食 品 開 発 論
○演2食品ビジネスインターンシップ

ワ
ー
ク
科
目

フ
ィ
ー
ル
ド

履修制限：16名○演2海 外 食 文 化 研 修
履修制限：40名○演2国 内 食 文 化 研 修
履修制限：40名○演1食 品 工 場 見 学

○○講2フードファシリティマネジメント

応
用
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
科
目

専

門

応

用

教

科

○講2人 的 資 源 管 理
○講2組織行動とリーダーシップ

○講2オペレーション戦略
○講2フードマーケティング論

○講2フードマネジメント論
○講2外 食 産 業 論

○講2食 産 業 学
○講2経 営 分 析 論

11○実1食 品 加 工 学 実 習

応
用
食
品
学
科
目

2○演2官能評価・鑑別演習
履修制限：60名○実1食 品 機 能 学 実 験

1○実1食 品 衛 生 学 実 験
2○講2フードコーディネート論
2○講2フードスペシャリスト論
2○講2食 品 流 通 技 術 論
22○講2食 品 加 工 学

2○講2プリザベーション学
○講2食 品 製 造 工 学

2○講2食 品 機 能 学
○講2発 酵 食 品 学

備 考F·
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食
品
衛
生
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卒
業
の後前後前後前後前

授
業
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法
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択

必
修

授 業 科 目
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4年次3年次2年次1年次
免許・資格単位開 講 年 次単位数

20Ｓ
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教育制度論
初等教育課程総論

教職論

児童文学
国語科教育法Ⅰ 国語科教育法Ⅱ

歴史学特論
国語特論書写法国語概論

教育史・教育社会学

教育相談 教育方法学教育原理
教育心理学

スタディ・スキルⅠ
スタディ・スキルⅡ

スタディ・スキルⅢ

研究ゼミＡ 研究ゼミＢ 卒業研究Ａ 卒業研究Ｂ

特別支援教育

社会科概論
数学概論 算数科教育法Ⅰ 算数科教育法Ⅱ 数学特論Ａ 数学特論Ｂ

教育情報処理Ｂ教育情報処理Ａマルチメディア演習
理科教育法Ⅰ 理科教育法Ⅱ
生活科教育法Ⅰ生活科概論

音楽Ⅰピアノ
音楽Ⅰ歌唱
基礎造形Ⅱ 図画工作科教育法Ⅰ

ピアノ基礎
歌唱基礎

情報処理Ｂ

教職実践演習(小・幼)
保育・教職実践演習(幼稚園)

基礎造形Ⅰ

生活科教育法Ⅱ
音楽科教育法Ⅰ 音楽科教育法Ⅱ

理科実験Ｂ理科実験Ａ

図画工作科教育法Ⅱ
家庭科教育法Ⅱ家庭科教育法Ⅰ

自然科学概論　

家庭科概論
体育科教育法Ⅱ体育科教育法Ⅰ

体育Ｂ体育Ａ
英語科教育法Ⅰ日英文化比較 英語科教育法Ⅱ

特別活動
生徒・進路指導
教育課程研究

道徳教育指導論
「総合的な学習の時間」指導論

英語科概論
体育Ｃ 運動発達論

小学校教育実習指導Ⅰ

学校・学級経営論
介護等体験実習
介護等体験実習指導

児童福祉 食と教育

教職実践演習(小・幼)
小学校教育実習

日本国憲法

特別支援教育総論 病弱教育病弱者の心理・生理・病理
肢体不自由者の心理・生理・病理 肢体不自由教育総論

発達障害者の教育
肢体不自由者の指導の理論と実際
視覚障害者の心理・生理・病理 視覚障害者の教育課程と指導法
聴覚障害者の心理・生理・病理

特別支援学校教育実習指導
聴覚障害者の教育課程と指導法知的障害教育総論知的障害者の心理・生理・病理 知的障害者の教育課程と指導法

特別支援学校教育実習

情報処理Ａ
生涯スポーツ論健康・スポーツ科学実習
生涯スポーツ実習人権教育

教養教育

小学校教育実習指導Ⅱ

社会科教育法Ⅰ 社会科教育法Ⅱ

ＤＰ１
子供の発達過程、教育や保育の原理および制
度・政策に関する専門的知識を備えている。

ＤＰ３
社会の一員として、幅広い教養を身につけ、
異なる価値観を有する人を理解することがで
きる。

ＤＰ４

特別支援学校教諭一種免許に関する科目

新たに直面する様々な問題を客観的にとらえ、
批判的に探究することができる。
ＤＰ５
主体的に学び続けるとともに、他者と協働で
問題解決にあたることができる。

ＤＰ２
カリキュラム、教科や保育の領域および指導
法に関する知識と技能を備え、それらを実践
に活かすことができる。

小
学
校
教
諭
一
種
免
許
取
得
の
た
め
の
科
目

共
通

教育学部 （19E・20E・21E）Faculty of Education
■教育目標
　人間の発達に関する諸学問の理解を基礎として，特に乳児期から児童期に至るまでの子どもたちの発達及びこれに応じた教育ならびに保育に関する専門教育を行う。
これらを通じ，高い専門性と十分な実践力を備え，子どもたちの発達に応じた適切な評価とそれに基づく指導と援助によって，子どもたちの健全な成長を支援していける
人間性豊かな教育者・保育者を養成することを目的とする。

必修科目〇〇〇〇

〇〇〇〇 選択科目

発展科目

関連科目

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

―
56
―



教育原理

教育心理学

特別支援教育

教育制度論 教育相談

幼児理解

発達臨床心理学

教育方法学

発達心理学Ｃ

乳児保育Ｂ乳児保育Ａ

発達心理学Ｂ

社会福祉

保育原理Ａ 保育原理Ｂ

子ども家庭福祉

幼児教育課程総論Ⅰ 幼児教育課程総論Ⅱ

子どもの保健Ⅰ 子どもの保健Ⅱ

障がい児保育 子育て支援

子どもの食と栄養

子どもの健康と安全

保育マネジメント・障害児の心理検査法

子どもの食と栄養・実習

社会的養護Ａ

保育内容健康Ⅰ

保育内容人間関係Ⅰ

保育内容健康Ⅱ

保育内容環境Ⅰ生活科概論 保育内容環境Ⅱ

児童文化表現

児童文学

国語概論 保育内容言葉Ⅰ

保育内容表現造形Ⅰ

保育内容表現音楽Ⅰ 保育内容表現音楽Ⅱ

器楽音楽Ⅱピアノ音楽Ⅰピアノピアノ基礎

音楽Ⅱ歌唱

幼児と運動Ｃ

声楽音楽Ⅰ歌唱歌唱基礎

造形Ａ基礎造形Ⅱ基礎造形Ⅰ 保育内容表現造形Ⅱ 造形Ｂ

保育内容総論保育内容言葉Ⅱ

保育内容人間関係Ⅱ

社会的養護内容 児童福祉各論 社会的養護Ｂ

食と保育

幼児と運動Ｂ幼児と運動Ａ

体育Ｂ体育Ａ

幼稚園保育所体験実習 幼稚園保育所体験実習 幼稚園教育実習指導Ａ 幼稚園教育実習指導Ｂ

保育所実習指導Ａ

保育所実習指導Ｂ

幼稚園教育実習Ａ

保育所実習Ｂ

保育所実習Ａ

施設実習Ａ

施設実習指導Ａ

施設実習Ｂ

施設実習指導Ｂ

幼稚園教育実習Ｂ

保育・教職実践演習(幼稚園)

発達心理学Ａ

教職論 子ども家庭支援論

ＤＰ１
子供の発達過程、教育や保育の原理および制
度・政策に関する専門的知識を備えている。

ＤＰ２
カリキュラム、教科や保育の領域および指導
法に関する知識と技能を備え、それらを実践
に活かすことができる。

幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
・
保
育
士
資
格
取
得
の
た
め
の
科
目

必修科目〇〇〇〇

〇〇〇〇 選択科目

発展科目

関連科目

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

―
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教育学部



スタディ・スキルⅠ

スタディ・スキルⅡ

スタディ・スキルⅢ

研究ゼミＡ 研究ゼミＢ 卒業研究Ａ 卒業研究Ｂ

情報処理Ｂ

教職実践演習(小・幼)

保育・教職実践演習(幼稚園)

小学校教育実習

日本国憲法

情報処理Ａ

生涯スポーツ論健康・スポーツ科学実習

生涯スポーツ実習人権教育

教養教育

ＤＰ３
社会の一員として、幅広い教養を身につけ、
異なる価値観を有する人を理解することがで
きる。

ＤＰ４
新たに直面する様々な問題を客観的にとらえ、
批判的に探究することができる。

ＤＰ５
主体的に学び続けるとともに、他者と協働で
問題解決にあたることができる。

共
通

必修科目〇〇〇〇

〇〇〇〇 選択科目

発展科目

関連科目

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

―
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ＤＰ１
子ども理解と教育・保育の原理に関する
知識（対象の理解と基本原理）を身につ
けている。

ＤＰ２
教科や保育内容とその教育課程に関する
知識と技能（教科や領域の専門性）を身
につけている。

ＤＰ３
教育や保育の制度，また教育や保育の
専門職の使命や責任および全般にわた
る専門的知識と技能を身につけている。

ＤＰ５
教育や保育の専門職としての実践的指
導力と課題探求力および学び続ける力
を身につけている。

特別支援学校教諭一種免許に関
する科目

小
学
校
・
幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
取
得
の
た
め
の
科
目

教育制度論

国語概論

社会科概論
数学概論

自然科学概論
生活科概論

家庭科概論

初等教育課程総論

国語科教育法Ⅰ 国語科教育法Ⅱ
算数科教育法Ⅰ

社会科教育法Ⅰ 社会科教育法Ⅱ
算数科教育法Ⅱ

理科教育法Ⅰ 理科教育法Ⅱ
生活科教育法Ⅰ 生活科教育法Ⅱ

音楽科教育法Ⅱ音楽科教育法Ⅰ

体育科教育法Ⅰ 体育科教育法Ⅱ

図画工作科教育法Ⅰ 図画工作科教育法Ⅱ

家庭科教育法Ⅱ家庭科教育法Ⅰ
初等英語教育法

道徳教育指導論 特別活動

生徒指導

教育方法学 教育相談

幼児教育課程総論Ⅰ 幼児教育課程総論Ⅱ

保育内容健康Ⅰ 保育内容健康Ⅱ
保育内容人間関係Ⅰ 保育内容人間関係Ⅱ
保育内容環境Ⅰ 保育内容環境Ⅱ

保育内容言葉Ⅰ 保育内容言葉Ⅱ
保育内容表現造形Ⅰ 保育内容表現造形Ⅱ

保育内容表現音楽Ⅰ 保育内容表現音楽Ⅱ

幼児理解

基礎造形Ⅰ 基礎造形Ⅱ 造形Ａ 造形Ｂ

幼児と運動Ａ 幼児と運動Ｂ
体育Ａ 体育Ｂ

知的障害者の
心理・生理・病理

知的障害教育総論

肢体不自由教育総論

病弱教育

発達障害者の教育

特別支援学校教育実習
特別支援学校教育実習指導

肢体不自由者の
心理・生理・病理

病弱者の
心理・生理・病理

知的障害者の
教育課程と指導法

肢体不自由者の
指導の理論と実際

視覚障害者の
心理・生理・病理

視覚障害者の
教育課程と指導法
聴覚障害者の
教育課程と指導法

聴覚障害者の
心理・生理・病理

音楽Ⅰ歌唱

音楽Ⅰピアノ

音楽Ⅱ歌唱

音楽Ⅱピアノ

教職実践演習（小・幼）

小学校教育実習指導Ⅰ 小学校教育実習指導Ⅱ
小学校教育実習

幼稚園教育実習指導Ａ 幼稚園教育実習指導Ｂ
幼稚園教育実習Ａ 幼稚園教育実習Ｂ

介護等体験実習
介護等体験実習研究

教育原理
教育心理学

特別支援教育総論

教職研究

歌唱基礎

ピアノ基礎

教育学部 （18E）Faculty of Education 2016年度以降入学生適用
■教育目標
　人間の発達に関する諸学問の理解を基礎として，特に乳児期から児童期に至るまでの子どもたちの発達及びこれに応じた教育ならびに保育に関する専門教育を行う。
これらを通じ，高い専門性と十分な実践力を備え，子どもたちの発達に応じた適切な評価とそれに基づく指導と援助によって，子どもたちの健全な成長を支援していける
人間性豊かな教育者・保育者を養成することを目的とする。

必修科目〇〇〇〇

〇〇〇〇 選択科目

発展科目

関連科目

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

―
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教育学部



ＤＰ１
子ども理解と教育・保育の原理に関する
知識（対象の理解と基本原理）を身につ
けている。

ＤＰ２
教科や保育内容とその教育課程に関する
知識と技能（教科や領域の専門性）を身
につけている。

ＤＰ３
教育や保育の制度，また教育や保育の
専門職の使命や責任および全般にわた
る専門的知識と技能を身につけている。

ＤＰ５
教育や保育の専門職としての実践的指
導力と課題探求力および学び続ける力
を身につけている。

幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
・
保
育
士
資
格
取
得
の
た
め
の
科
目

教育原理

教育心理学
特別支援教育総論

教職研究 教育制度論

社会福祉
保育原理Ａ

国語概論

教育方法学 教育相談

幼児教育課程総論Ⅰ 幼児教育課程総論Ⅱ

保育内容総論
保育内容健康Ⅰ 保育内容健康Ⅱ

保育内容人間関係Ⅰ 保育内容人間関係Ⅱ
保育内容環境Ⅰ 保育内容環境Ⅱ

保育内容言葉Ⅰ 保育内容言葉Ⅱ

保育内容表現造形Ⅰ 保育内容表現造形Ⅱ
保育内容表現音楽Ⅰ 保育内容表現音楽Ⅱ

幼児理解

児童家庭福祉
相談援助 社会的養護Ａ

発達心理学Ａ
子どもの保健ⅠＡ
子どもの保健ⅠＢ
子どもの食と栄養

家庭支援論

乳児保育Ａ
障がい児保育

社会的養護内容

保育相談支援

保育原理Ｂ

社会的養護Ｂ
児童福祉各論

子育て支援論

発達心理学Ｂ 発達心理学Ｃ 発達臨床心理学

子どもの保健Ⅲ

乳児保育Ｂ

音楽Ⅰピアノ
音楽Ⅰ歌唱

音楽Ⅱピアノ
音楽Ⅱ歌唱

基礎造形Ⅰ 基礎造形Ⅱ 造形Ａ 造形Ｂ
幼児と運動Ａ 幼児と運動Ｂ
体育Ａ 体育Ｂ

児童文化表現

保育・教職実践演習（幼稚園）

保育所実習研究Ａ

施設実習研究Ａ

保育所実習Ａ

施設実習Ａ

保育所・施設実習Ｂ
保育所実習研究Ｂ
施設実習研究Ｂ

子どもの保健Ⅱ

幼稚園保育所体験実習

数学概論
生活科概論

子どもの食と栄養・実習

幼稚園教育実習指導Ａ 幼稚園教育実習指導Ｂ
幼稚園教育実習Ａ 幼稚園教育実習Ｂ

歌唱基礎
ピアノ基礎

必修科目〇〇〇〇

〇〇〇〇 選択科目

発展科目

関連科目

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標
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ＤＰ４
教育や保育の専門職に携わる者として
の幅広い教養を身につけている。

ＤＰ５
教育や保育の専門職としての実践的指
導力と課題探求力および学び続ける力
を身につけている。

情報処理Ａ 情報処理Ｂ

人権教育

総合基礎英語Ａ 総合基礎英語Ｂ

日本国憲法

英語リスニングＡ 英語リスニングＢ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＡ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＢ

英 語 ・ 文 化 海 外 研 修

保育実践美術

食と保育

食と教育

児童福祉

学校・学級経営論教育課程研究

教育史 教育社会学

保育経営論

障害児の心理検査法

幼児と運動Ｃ

体育Ｃ

運動発達・学習論

日英文化比較

児童文学 国語特論

自然科学Ａ 自然科学Ｂ
幼児と数・形

数学特論Ａ 数学特論Ｂ

マルチメディア演習

器楽
声楽

教育情報処理Ａ 教育情報処理Ｂ

歴史学特論

新生児医学

スタディ・スキルⅠ スタディ・スキルⅡ スタディ・スキルⅢ 研究ゼミＡ 研究ゼミＢ 卒業研究

歌唱基礎
ピアノ基礎

書写法

健康・スポーツ科学実習

生涯スポーツ実習

生涯スポーツ論

教育史 教育社会学

保育経営論

障害児の心理検査法

新生児医学

教育史 教育社会学

保育経営論

障害児の心理検査法

新生児医学

教育史 教育社会学

保育経営論

障害児の心理検査法

新生児医学

音楽Ⅰピアノ
音楽Ⅰ歌唱

必修科目〇〇〇〇

〇〇〇〇 選択科目

発展科目

関連科目

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

―
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※1�
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�
�
�
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�
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�
�
必
修
科
目
及
び
各
系
列
か
ら
指
定
の
選
択
単
位
数
の
ほ
か
全
体
か
ら
85
単
位
以
上
修
得
（
次
頁
へ
続
く
）
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
さ
ら
に
教
養
科
目
群
全
体
か
ら
6
単
位
以
上
修
得
（
次
頁
へ
続
く
）
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

4
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）○演1英語リスニングＢ

外
国
語

教

養

科

目

○演1英語リスニングＡ
○演1総 合 基 礎 英 語 Ｂ

○演1総 合 基 礎 英 語 Ａ
甲アＡ

2
単
位
以
上
修
得○実1生涯スポーツ実習

ス
ポ
ー
ツ
科
学

健
康
・

甲アＡ○実1健康・スポーツ科学実習
1アＡ○講1生 涯 ス ポ ー ツ 論
111

�
�
�
�
�4
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�○演1情 報 処 理 Ｂ

自

然

科

学
111○演1情 報 処 理 Ａ

○○○○講2色 彩 の 科 学
○○○○講2体 の 科 学
○○○○講2地 学
○○○○講2生 物 学
○○○○○○○○講2食 の 科 学

○○○○講2化 学
○○○○○○○○講2情 報 科 学

○○○○講2統 計 学 入 門
○○○○○○○○講2数 学 の 考 え 方
○○○○講2環 境 論

�
�
�
�
�
�
�
�4
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�
�
�○○○○演2野 外 活 動 体 験

社

会

科

学
○○○○○○○○講2コミュニケーション論

○○○○講2知 的 財 産 論
講閉○○講2ジ ェ ン ダ ー 論
○○○○講2金 融 リ テ ラ シ ー
○○○○○講2九 州 経 済 事 情

○○○○講2マ ス コ ミ 論
○○○○○○○○講2ア ジ ア の 経 済
○○○○○○○講2現 代 社 会 と 教 育
○○○○講2現 代 社 会 と 政 治
○○○○○○○○講2社会福祉とボランティア
○○○○講2博 多 学
○○○○○○○○講2歴 史 学

○○○○講2経 営 学
○○○○○○○○講2経 済 学
○○○○○○○講2社 会 学

○○○○講2法 学
2222

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�4
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�○講2人 権 教 育

人

文

科

学
222○講2日 本 国 憲 法

○○○○講2メンタルヘルス論
○○○○講2食 の 博 多 学
○○○○講2中 村 学
講閉○○講2ス ポ ー ツ 文 化
○○○○講2宗 教 学
○○○○講2ア ー ト ワ ー ル ド

○○○○講2音 楽 の 世 界
○○○○○○○○講2国 際 文 化 論

○○○○講2国 際 食 文 化 概 論
○○○○○○○○講2アジア食文化事情
○○○講2リーダーシップ論
○○○○○○○○講2心 理 学

○○○○講2神 話 の 世 界
○○○○講2外 国 文 学
○○○○○○○○講2日 本 文 学

○○○○講2倫 理 学
○○○○○○○○講2哲 学

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

“日本国憲法”は小・
幼・保の免許を取得す
るために必要！

必修の欄に数字がある科目は
卒業のために必要です。

卒業するために4年間で必要
な単位数です。

免許・資格を取得するために
4年間で必要な単位数です。
数字が書いてある科目は、必
ず必要な科目です。

「人文科学」から4単位以上！

年次別開講科目表の見方（教育学部）

必修科目とは別に免
許・資格取得に必要な
科目の説明が書いてあ
ります。

「人文科学」等各系列の最低
必要単位以外に『教養科目』
から6単位以上！

“日本国憲法”“人権教育”は免許取得のために
必要な科目のため、2科目とも履修すると、「人
文科学」から4単位という卒業要件も満たすこと
になります。
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授業科目及び単位数（2019年度以降入学生に適用）
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4
単
位
以
上
修
得
（
次
頁
へ
続
く
）○演1英語リスニングＢ

外
国
語

教

養

科

目

○演1英語リスニングＡ
○演1総 合 基 礎 英 語 Ｂ

○演1総 合 基 礎 英 語 Ａ
甲アA

2
単
位
以
上
修
得○実1生涯スポーツ実習

ス
ポ
ー
ツ
科
学

健
康
・ 甲アA○実1健康・スポーツ科学実習

1アA○講1生 涯 ス ポ ー ツ 論
111

�
�
�
�
�4
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�○演1情 報 処 理 Ｂ

自

然

科

学
111○演1情 報 処 理 Ａ

○○○○講2色 彩 の 科 学
○○○○講2体 の 科 学
○○○○○○講2地 学
○○○○講2生 物 学
○○○○○○○○講2食 の 科 学

○○○○講2化 学
○○○○○○講2情 報 科 学

○○○○講2統 計 学 入 門
○○○○○○○○講2数 学 の 考 え 方

○○○○講2環 境 論

�
�
�
�
�
�
�
�4
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�
�
�○閉 講演2野 外 活 動 体 験

社

会

科

学
○○○○○○講2コミュニケーション論
○○○○○○○○講2現 代 社 会 と 教 育
○○○○講2現 代 社 会 と 政 治

○閉 講講2ジ ェ ン ダ ー 論
○○○○○○講2社会福祉とボランティア
○○○○講2博 多 学

○○○○○○講2歴 史 学
○○○○講2マ ス コ ミ 論
○○○○講2知 的 財 産 論

○○○○講2金 融 リ テ ラ シ ー
○○○○講2経 営 学
○○○○講2九 州 経 済 事 情
○○○○○○○○講2ア ジ ア の 経 済

○○○○講2経 済 学
○○○○○○○○講2社 会 学

○○○○講2法 学
2222

�
�
�
�
�
�
�
�
�
4
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�
�○講2人 権 教 育

人

文

科

学
222○講2日 本 国 憲 法

○○○○講2国 際 食 文 化 概 論
○○○○○○○○講2アジア食文化事情
○○○○講2食 の 博 多 学
○閉 講講2ス ポ ー ツ 文 化

○○○○講2宗 教 学
○○○○講2リーダーシップ論
○○○○講2ア ー ト ワ ー ル ド

○○○○講2音 楽 の 世 界
○○○○○○○○講2国 際 文 化 論

○○○○講2メンタルヘルス論
○○○○○○○○講2心 理 学
○○○○講2神 話 の 世 界
○○○○講2外 国 文 学
○○○○○○○○講2日 本 文 学

○○講2倫 理 学
○○○○○○○○講2哲 学

○○○○講2中 村 学

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

21Ｅ
20Ｅ
19Ｅ

年 次 別 開 講 科 目 表
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22

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
前
頁
の
続
き
）
必
修
科
目
及
び
各
系
列
か
ら
指
定
の
選
択
単
位
数
の
ほ
か
全
体
か
ら
85
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○講2幼児教育課程総論Ⅱ

保
育

支
援

専

門

科

目

2○講2幼児教育課程総論Ⅰ
22○講2教 育 相 談

学

習

指

導

2○講2生 徒 ・ 進 路 指 導
22○講2教 育 方 法 学

2○講2特 別 活 動
2○講2「総合的な学習の時間」指導論
2○講2道 徳 教 育 指 導 論
1○演1英 語 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1英 語 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1体 育 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1体 育 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1家 庭 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1家 庭 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1図画工作科教育法Ⅱ
1○演1図画工作科教育法Ⅰ
1○演1音 楽 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1音 楽 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1生 活 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1生 活 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1理 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1理 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1算 数 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1算 数 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1社 会 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1社 会 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1国 語 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1国 語 科 教 育 法 Ⅰ
2○講2初等教育課程総論
Ｂ○講2英 語 科 概 論
Ｂ○講2家 庭 科 概 論

イＢ○講2生 活 科 概 論
Ｂ○講2自 然 科 学 概 論

イＢ○講2数 学 概 論
Ｂ○講2社 会 科 概 論

イＢ○講2国 語 概 論
2○講2保 育 原 理 Ａ

専
門
基
礎
理
論 2○講2子 ど も 家 庭 福 祉

22○講2教 育 制 度 論
222○講2教 職 論

222○講2特 別 支 援 教 育
2222○演2教 育 心 理 学
2222○講2教 育 原 理

初
年
次
教
育 1○演1スタディ・スキルⅢ

1○演1スタディ・スキルⅡ
1○演1スタディ・スキルⅠ

外

国

語

教

養

科

目

（
前
頁
の
続
き
）さ
ら
に
教
養
科
目
群

全
体
か
ら
6
単
位
以
上
修
得

（
前
頁
の
続
き
）4
単
位
以
上
修
得○○○○○○○○演2英語・文化海外研修

○○○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅱ
○○○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅰ
○○○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅱ

○○○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅰ
○演1中 国 語 Ⅱ

○演1中 国 語 Ⅰ
○演1韓 国 語 Ⅱ

○演1韓 国 語 Ⅰ
111○演1英語コミュニケーションＢ
111○演1英語コミュニケーションＡ

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

21Ｅ
20Ｅ
19Ｅ
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2

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）
必
修
科
目
及
び
各
系
列
か
ら
指
定
の
選
択
単
位
数
の
ほ
か
全
体
か
ら
85
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○○実2幼稚園教育実習Ｂ

実

技

・

実

践

専

門

科

目

エ○実2幼稚園教育実習Ａ
1○演1幼稚園教育実習指導Ｂ
エ○演1幼稚園教育実習指導Ａ
エ4○実4小 学 校 教 育 実 習

1○演1小学校教育実習指導Ⅱ
1○○演1小学校教育実習指導Ⅰ

2ウ○演2保育・教職実践演習（幼稚園）
ウ2○演2教職実践演習（小・幼）

1○演1児 童 文 化 表 現
イＢ3○実1体 育 Ｂ
イＢ3○実1体 育 Ａ

2年次：EP 4年次：EEイ○○演1幼 児 と 運 動 Ｂ
2年次：EP 4年次：EE1イ○○演1幼 児 と 運 動 Ａ

イ○演1造 形 Ｂ
イ○演1造 形 Ａ
イＢ2○演1基 礎 造 形 Ⅱ

1イＢ2○演1基 礎 造 形 Ⅰ
イ○演1音 楽 Ⅱ 歌 唱
イ○演1音 楽 Ⅱ ピ ア ノ

1イＢ1○演1音 楽 Ⅰ 歌 唱
1イＢ1○演1音 楽 Ⅰ ピ ア ノ

○演1歌 唱 基 礎
○演1ピ ア ノ 基 礎

乙○演2子 ど も の 保 健 Ⅱ

保

育

支

援

乙○演2発 達 臨 床 心 理 学
乙○講2発 達 心 理 学 Ｃ
乙○講1発 達 心 理 学 Ｂ
乙○講2児 童 福 祉 各 論
乙○講2社 会 的 養 護 Ｂ
乙○講2保 育 原 理 Ｂ
1○演1子 育 て 支 援
1○演1社 会 的 養 護 内 容
2○演2障 が い 児 保 育
1○演1乳 児 保 育 Ｂ
2○講2乳 児 保 育 Ａ
1○演1子どもの健康と安全
2○演2子どもの食と栄養
2○講2子 ど も の 保 健 Ⅰ
2○講2発 達 心 理 学 Ａ
2○講2社 会 的 養 護 Ａ
2○講2子ども家庭支援論
2○講2社 会 福 祉
22○演2幼 児 理 解
乙1○演1保育内容表現音楽Ⅱ
乙1○演1保育内容表現造形Ⅱ
乙1○演1保 育 内 容 言 葉 Ⅱ
乙1○演1保 育 内 容 環 境 Ⅱ
乙1○演1保育内容人間関係Ⅱ
乙1○演1保 育 内 容 健 康 Ⅱ
11○演1保育内容表現音楽Ⅰ
11○演1保育内容表現造形Ⅰ
11○演1保 育 内 容 言 葉 Ⅰ
11○演1保 育 内 容 環 境 Ⅰ
11○演1保育内容人間関係Ⅰ
11○演1保 育 内 容 健 康 Ⅰ
1○演1保 育 内 容 総 論

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

21Ｅ
20Ｅ
19Ｅ
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124－－－－327合 計 031215

�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）
必
修
科
目
及
び
各
系
列
か
ら
指
定
の
選
択
単
位
数
の
ほ
か
全
体
か
ら
85
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�2○演2卒 業 研 究 Ｂ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

専

門

科

目

2○演2卒 業 研 究 Ａ
1○演1研 究 ゼ ミ Ｂ
1○演1研 究 ゼ ミ Ａ

○演2書 写 法

専

門

発

展

○講2歴 史 学 特 論
○演1教 育 情 報 処 理 Ｂ

○演1教 育 情 報 処 理 Ａ
○演1声 楽
○演1器 楽

○演1マルチメディア演習
○講2数 学 特 論 Ｂ

○講2数 学 特 論 Ａ
○実2理 科 実 験 Ｂ

○演2理 科 実 験 Ａ
○講2国 語 特 論

○講2児 童 文 学
○講2日 英 文 化 比 較

○講2運 動 発 達 論
○実1体 育 Ｃ
○演1幼 児 と 運 動 Ｃ

○○○○講2障害児の心理検査法
○○○○講2保育マネジメント
○○○○講2教 育 社 会 学

○閉講講2教 育 史
○講2教 育 課 程 研 究
○演2学校・学級経営論

○講2児 童 福 祉

実

技

・

実

践

○実2食 と 教 育
○実2食 と 保 育

1○○実1幼稚園保育所体験実習
乙○実1子どもの食と栄養・実習
丙○演1施 設 実 習 指 導 Ｂ

※3丙○演1保育所実習指導Ｂ
※32○実2保育所・施設実習Ｂ

2○実2施 設 実 習 Ａ
2○実2保 育 所 実 習 Ａ
1○演1施 設 実 習 指 導 Ａ
1○演1保育所実習指導Ａ

※2○演1介護等体験実習指導
※2○実1介 護 等 体 験 実 習

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

21Ｅ
20Ｅ
19Ｅ

※1 ・小学校教諭一種免許状取得希望者は、Ａから2単位以上、Ｂから18単位以上修得してください。
（Ｂの科目のうち、Ｂ1、Ｂ2、Ｂ3の科目を履修する場合、卒業までに同じ記号の科目の単位を修得してください。）
・幼稚園教諭一種免許状取得希望者はアから2単位以上、イから16単位以上、ウから2単位以上、エから2単位以上修得して
ください。

・保育士資格取得希望者は甲から1単位以上、乙から6単位以上、丙から1単位以上修得してください。
※2 小学校教諭一種免許状取得希望者は「介護等体験」を行うことが必要ですので、該当科目を必ず修得してください。
※3 両年次とも履修し、単位を修得する科目です。（片方の年次のみ履修しても単位認定されません。）
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－－－－27合 計 2700

※1

1

�
�
�
�
卒
業
の
条
件
と
は
数
え
ら
れ
な
い
�
�
�
�○演1特別支援学校教育実習指導

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目

2○実2特別支援学校教育実習
2○講2発達障害者の教育
1○講1聴覚障害者の教育課程と指導法
1○講1視覚障害者の教育課程と指導法
1○講1聴覚障害者の心理・生理・病理
1○講1視覚障害者の心理・生理・病理
2○講2肢体不自由者の指導の理論と実際
2○講2知的障害者の教育課程と指導法
2○講2病 弱 教 育
2○講2肢体不自由教育総論
2○講2知的障害教育総論
2○講2病弱者の心理・生理・病理
2○講2肢体不自由者の心理・生理・病理
2○講2知的障害者の心理・生理・病理
2○講2特別支援教育総論

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

※1 ・系列「特別支援教育に関する科目」は卒業のための単位に算入されません。
・特別支援学校教諭一種免許状取得希望者は、小学校教諭一種免許状を取得する必要があります。

※2 特別支援学校教諭一種免許状で本学が認定を受けている領域は、知的障害者・肢体不自由者・病弱者です。
（注）自由科目の単位数は、卒業に必要な単位数の対象にはなりません。

21Ｅ
20Ｅ
19Ｅ
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授業科目及び単位数（2018年度入学生に適用）

※1�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
必
修
科
目
及
び
各
系
列
か
ら
指
定
の
選
択
単
位
数
の
ほ
か
全
体
か
ら
85
単
位
以
上
修
得
（
次
頁
へ
続
く
）
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
さ
ら
に
教
養
科
目
群
全
体
か
ら
6
単
位
以
上
修
得
（
次
頁
へ
続
く
）
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

4
単
位
以
上
修
得（
次
頁
へ
続
く
）○演1英語リスニングＢ

外
国
語

教

養

科

目

○演1英語リスニングＡ
○演1総 合 基 礎 英 語 Ｂ

○演1総 合 基 礎 英 語 Ａ
甲アＡ

2
単
位
以
上
修
得○実1生涯スポーツ実習

ス
ポ
ー
ツ
科
学

健
康
・ 甲アＡ○実1健康・スポーツ科学実習

1アＡ○講1生 涯 ス ポ ー ツ 論
111

�
�
�
�
�4
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�○演1情 報 処 理 Ｂ

自

然

科

学
111○演1情 報 処 理 Ａ

○○○○講2色 彩 の 科 学
○○○○講2体 の 科 学
○○○○○○講2地 学

○○○○講2生 物 学
○○○○○○○○講2食 の 科 学

○○○○講2化 学
○○○○○○○○講2情 報 科 学

○○○○講2統 計 学 入 門
○○○○○○○○講2数 学 の 考 え 方
○○○○講2環 境 論

�
�
�
�
�
�
�
�4
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�
�
�講閉○○演2野 外 活 動 体 験

社

会

科

学
○○○○○○○○講2コミュニケーション論
○○○○講2知 的 財 産 論

講閉○○講2ジ ェ ン ダ ー 論
○○○○講2金 融 リ テ ラ シ ー
○○○○○講2九 州 経 済 事 情
○○○○講2マ ス コ ミ 論
○○○○○○○○講2ア ジ ア の 経 済
○○○○○○○講2現 代 社 会 と 教 育
○○○○講2現 代 社 会 と 政 治
○○○○○○○○講2社会福祉とボランティア
○○○○講2博 多 学
○○○○○○○○講2歴 史 学

○○○○講2経 営 学
○○○○○○○講2経 済 学
○○○○○○○講2社 会 学

○○○○講2法 学
2222

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�4
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�○講2人 権 教 育

人

文

科

学
222○講2日 本 国 憲 法

○○○○講2メンタルヘルス論
○○○○講2食 の 博 多 学
○○○○講2中 村 学
講閉○○講2ス ポ ー ツ 文 化
○○○○講2宗 教 学
○○○○講2ア ー ト ワ ー ル ド

○○○○講2音 楽 の 世 界
○○○○○○○○講2国 際 文 化 論

○○○○講2国 際 食 文 化 概 論
○○○○○○○○講2アジア食文化事情
○○○講2リーダーシップ論
○○○○○○○○講2心 理 学

○○○○講2神 話 の 世 界
○○○○講2外 国 文 学
○○○○○○○○講2日 本 文 学

○○○○講2倫 理 学
○○○○○○○○講2哲 学

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数
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11

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
前
頁
の
続
き
）
必
修
科
目
及
び
各
系
列
か
ら
指
定
の
選
択
単
位
数
の
ほ
か
全
体
か
ら
85
単
位
以
上
修
得
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○演1保育内容人間関係Ⅰ

保
育
支
援

専

門

科

目

11○演1保 育 内 容 健 康 Ⅰ
1○演1保 育 内 容 総 論

2○講2幼児教育課程総論Ⅱ
22○講2幼児教育課程総論Ⅰ

22○講2教 育 相 談

学

習

指

導

2○講2生 徒 指 導
22○講2教 育 方 法 学

2○講2特 別 活 動
2○講2道 徳 教 育 指 導 論
2○講2初 等 英 語 教 育 法
1○演1体 育 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1体 育 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1家 庭 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1家 庭 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1図画工作科教育法Ⅱ
1○演1図画工作科教育法Ⅰ
1○演1音 楽 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1音 楽 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1生 活 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1生 活 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1理 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1理 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1算 数 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1算 数 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1社 会 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1社 会 科 教 育 法 Ⅰ
1○演1国 語 科 教 育 法 Ⅱ
1○演1国 語 科 教 育 法 Ⅰ
2○講2初等教育課程総論
Ｂ○講2家 庭 科 概 論

イＢ○講2生 活 科 概 論
Ｂ○講2自 然 科 学 概 論

イＢ○講2数 学 概 論
Ｂ○講2社 会 科 概 論

イＢ○講2国 語 概 論
2○講2保 育 原 理 Ａ

専
門
基
礎
理
論 2○講2児 童 家 庭 福 祉

22○講2教 育 制 度 論
222○講2教 職 研 究

22○講2特別支援教育総論
2222○演2教 育 心 理 学
2222○講2教 育 原 理

初
年
次
教
育 1○演1スタディ・スキルⅢ

1○演1スタディ・スキルⅡ
1○演1スタディ・スキルⅠ

外

国

語

教

養

科

目

（
前
頁
の
続
き
）さ
ら
に
教
養
科
目
群

全
体
か
ら
6
単
位
以
上
修
得

（
前
頁
の
続
き
）4
単
位
以
上
修
得○○○○○○○演2英語・文化海外研修

○○○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅱ
○○○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅰ
○○○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅱ

○○○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅰ
○演1中 国 語 Ⅱ

○演1中 国 語 Ⅰ
○演1韓 国 語 Ⅱ

○演1韓 国 語 Ⅰ
111○演1英語コミュニケーションＢ
111○演1英語コミュニケーションＡ

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数
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※2

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）
必
修
科
目
及
び
各
系
列
か
ら
指
定
の
選
択
単
位
数
の
ほ
か
全
体
か
ら
85
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○実1介 護 等 体 験 実 習

実

技

・

実

践

専

門

科

目

2○実2幼稚園教育実習Ｂ
エ○実2幼稚園教育実習Ａ
1○演1幼稚園教育実習指導Ｂ
エ○演1幼稚園教育実習指導Ａ
エ4○実4小 学 校 教 育 実 習

1○演1小学校教育実習指導Ⅱ
1○演1小学校教育実習指導Ⅰ

2ウ○演2保育・教職実践演習（幼稚園）
ウ2○演2教職実践演習（小・幼）

1○演1児 童 文 化 表 現
イＢ3○実1体 育 Ｂ
イＢ3○実1体 育 Ａ

2年次：EP 4年次：EE乙イ○○演1幼 児 と 運 動 Ｂ
2年次：EP 4年次：EE1イ○○演1幼 児 と 運 動 Ａ

乙イ○演1造 形 Ｂ
乙イ○演1造 形 Ａ
乙イＢ2○演1基 礎 造 形 Ⅱ
1イＢ2○演1基 礎 造 形 Ⅰ
乙イ○演1音 楽 Ⅱ 歌 唱
乙イ○演1音 楽 Ⅱ ピ ア ノ
1イＢ1○演1音 楽 Ⅰ 歌 唱
1イＢ1○演1音 楽 Ⅰ ピ ア ノ

○演1歌 唱 基 礎
○演1ピ ア ノ 基 礎

乙閉講演2乳 児 保 育 Ｂ

保

育

支

援

乙○演2子 ど も の 保 健 Ⅲ
乙○演2発 達 臨 床 心 理 学
乙○演2発 達 心 理 学 Ｃ
乙○演1発 達 心 理 学 Ｂ
乙○講2子 育 て 支 援 論
乙○演2児 童 福 祉 各 論
乙○講2社 会 的 養 護 Ｂ
乙○講2保 育 原 理 Ｂ
1○演1保 育 相 談 支 援
1○演1社 会 的 養 護 内 容
2○演2障 が い 児 保 育
2○演2乳 児 保 育 Ａ
2○講2家 庭 支 援 論
2○演2子どもの食と栄養
2○講2子どもの保健ⅠＢ
2○講2子どもの保健ⅠＡ
2○講2発 達 心 理 学 Ａ
2○講2社 会 的 養 護 Ａ
1○演1相 談 援 助
2○講2社 会 福 祉

2○講2幼 児 理 解
乙1○演1保育内容表現音楽Ⅱ
乙1○演1保育内容表現造形Ⅱ
乙1○演1保 育 内 容 言 葉 Ⅱ
乙1○演1保 育 内 容 環 境 Ⅱ
乙1○演1保育内容人間関係Ⅱ
乙1○演1保 育 内 容 健 康 Ⅱ
11○演1保育内容表現音楽Ⅰ
11○演1保育内容表現造形Ⅰ
11○演1保 育 内 容 言 葉 Ⅰ
11○演1保 育 内 容 環 境 Ⅰ

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数
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2746376124－－－－331合 計 031615

�
�
�
�
�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）必
修
科
目
及
び
各
系
列
か
ら
指
定
の
選
択
単
位
数
の
ほ
か
全
体
か
ら
85
単
位
以
上
修
得
��
�
�
�
�
�
�
�4○演4卒 業 研 究

ゼ

ミ

ナ
ー
ル

専

門

科

目

1○演1研 究 ゼ ミ Ｂ
1○演1研 究 ゼ ミ Ａ

○演2書 写 法

専

門

発

展

講閉講2新 生 児 医 学
○講2歴 史 学 特 論
○演1教 育 情 報 処 理 Ｂ

○演1教 育 情 報 処 理 Ａ
○演1声 楽

○演1器 楽
○演1マルチメディア演習

○講2数 学 特 論 Ｂ
○講2数 学 特 論 Ａ
閉講講2幼 児 と 数 ・ 形
○演2自 然 科 学 Ｂ

○実2自 然 科 学 Ａ
○講2国 語 特 論

○講2児 童 文 学
○講2日 英 文 化 比 較

○講2運動発達・学習論
○実1体 育 Ｃ
○演1幼 児 と 運 動 Ｃ
講閉演2演 劇 表 現

○○○○講2障害児の心理検査法
○○○○講2保 育 経 営 論
○○○○講2教 育 社 会 学

閉講○○○講2教 育 史
○講2教 育 課 程 研 究
○演2学校・学級経営論

○講2児 童 福 祉

実

技

・

実

践

○実2食 と 教 育
○実2食 と 保 育
○演2保 育 実 践 美 術

1○実1幼稚園保育所体験実習
乙○実1子どもの食と栄養・実習
1○演1子 ど も の 保 健 Ⅱ

※3丙○演1施 設 実 習 研 究 Ｂ
※3丙○演1保育所実習研究Ｂ
※32○実2保育所・施設実習Ｂ
※32○実2施 設 実 習 Ａ

2○実2保 育 所 実 習 Ａ
※31○演1施 設 実 習 研 究 Ａ

1○演1保育所実習研究Ａ
※2○演1介護等体験実習研究

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

※1 ・小学校教諭一種免許状取得希望者はＡから2単位以上、Ｂから16単位以上修得してください。
（Ｂの科目のうち、Ｂ1、Ｂ2、Ｂ3の科目を履修する場合、卒業までに同じ記号の科目の単位を修得してください。）
・幼稚園教諭一種免許状取得希望者はアから2単位以上、イから16単位以上、ウから2単位以上、エから2単位以上修得して
ください。

・保育士資格取得希望者は甲から1単位以上、乙から6単位以上、丙から1単位以上修得してください。
※2 小学校教諭一種免許状取得希望者は「介護等体験」を行うことが必要ですので、該当科目を必ず修得してください。
※3 両年次とも履修し、単位を修得する科目です。（片方の年次のみ履修しても単位認定されません。）
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25000－－－－25合 計 2500

※1

1

�
�
�
卒
業
の
条
件
と
は
数
え
ら
れ
な
い
�
�
�○演1特別支援学校教育実習指導

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目

2○実2特別支援学校教育実習
2○講2発達障害者の教育
1○講1聴覚障害者の教育課程と指導法
1○講1視覚障害者の教育課程と指導法
1○講1聴覚障害者の心理・生理・病理
1○講1視覚障害者の心理・生理・病理
2○講2肢体不自由者の指導の理論と実際
2○講2知的障害者の教育課程と指導法
2○講2病 弱 教 育
2○講2肢体不自由教育総論
2○講2知的障害教育総論
2○講2病弱者の心理・生理・病理
2○講2肢体不自由者の心理・生理・病理
2○講2知的障害者の心理・生理・病理

備 考特
支
一
種

保
育
士

幼
一
種

小
一
種

条

件

卒
業
の

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

授
業
方
法

自

由

選

択

必

修
授 業 科 目

系

列
4年次3年次2年次1年次

免許・資格単位開 講 年 次単位数

※1 ・系列「特別支援教育に関する科目」は卒業のための単位に算入されません。
・特別支援学校教諭一種免許状取得希望者は、小学校教諭一種免許状を取得する必要があります。

※2 特別支援学校教諭一種免許状で本学が認定を受けている領域は、知的障害者・肢体不自由者・病弱者です。
（注）自由科目の単位数は、卒業に必要な単位数の対象にはなりません。

18Ｅ
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他学部履修科目一覧表
教育学部（2年次生以上）の学生が受講できる流通科学部流通科学科の科目

○○講2リ ー ダ ー シ ッ プ 特 別 講 義

2
0
2
1
年
度
単
位
互
換
科
目

○○○講2財 務 会 計 論
○○○講2ファイナンシャル・プランニング論

○○○講2金 融 論
○○講2財 務 管 理 論
○○○講2会 社 法
○○講2管 理 会 計 論

○○講2経 営 分 析 論
○○講2国 際 経 営 論

○○講2中 小 企 業 論
○○講2S C M 論

○○○講2ロ ジ ス テ ィ ク ス 論
○○講2国 際 流 通 論

○○○講2国 際 物 流 論
○○講2地 域 活 性 化 論

○○講2e コ マ ー ス 論
○○講2食 品 流 通 論

○○講2流 通 政 策 論
○○講2流 通 チ ャ ネ ル 論

○○講2広 告 論
○○講2卸 売 マ ネ ジ メ ン ト 論
○○○講2小 売 マ ー ケ テ ィ ン グ

○○○講2サ ー ビ ス ・ マ ー ケ テ ィ ン グ
○○○講2ソーシャル・マーケティング

○○○講2マーケティング・マネジメント
○○○講2会 計 学 概 論

○○○講2ミ ク ロ 経 済 学
○○○講2マ ク ロ 経 済 学

1．教育学部授業
科目のうち、
教養科目・専
門科目全体に
係る選択科目
とする。ただ
し、各群指定
の単位には含
めない。

2．在学中に履修
できる単位数
は、通算10単
位以内とする。

○○演1中 国 語 Ⅲ

備 考
条

件

卒
業
の後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次
開講年次開講年次開講年次単位数

※ 当該学部の受講者数や他学部履修過多により、希望に添えない場合もあります。

―73―

教
育
学
部



■共通基礎科目　AcademicLiteracy
大学での学びを通じて自己を成長させるために大学での
学び方を理解し、社会人としての素養を修得する。

■共通基礎科目　BusinessLiteracy
経営学や商学に関する基礎的な知識を修得し、基幹科目
や発展科目での効果的な学びに結び付けることができる。

■共通基礎科目　CommunicationLiteracy
コミュニケーションに関する基礎的な知識を学び、良好な
人間関係の形成、論理的で説得力のあるレポートの作成や
プレゼンテーションスキルの向上に結び付けることができ
る。

■共通基礎科目　LanguageLiteracy
グローバル化の加速する社会で大学生として最低限求めら
れる英会話能力を修得する。また、英語でのビジネスに必
要な基礎的な知識を獲得し、自らの考えを英語で伝え適切
に相手と意思疎通することができる。

■教養科目
人間性豊かな社会人として成長していくための基礎となる
知識や社会性を獲得する。

スタディスキルⅠ スタディスキルⅢスタディスキルⅡ スタディスキルⅣ

情報処理論

文書作成基礎

データ活用基礎

情報処理演習

流通科学入門

マクロ経済学

ビジネス法規

経済学入門

簿記Ⅰ

ミクロ経済学

商学概論

物流概論

統計学概論

簿記Ⅱ

経済地理学現代ビジネスと社会学

経営学概論

コミュニケーション論

英語コミュニケーションA

英語コミュニケーションB

英語コミュニケーションC

英語コミュニケーションD

Business English A Business English B

留学生のための日本語Ⅰ

レポートライティング スピーチプレゼンテーション

資格取得による認定 Ⅰ～Ⅲ

生涯スポーツ論

生涯スポーツ実習A 生涯スポーツ実習B

日本事情

・「建学の精神」の一つである“人間教育の根幹”に立ち返りながら、日本人としての人格形成を目指すとともに、市民としての自覚を持ち、現代に生きるグローバルな視点を養うといった、人間性豊かで広い視野をもった社会人になる
素養を養う。
・流通科学部は、経営（経営管理、財務会計など）分野及び商学（流通マーケティング、ロジスティクスなど）分野を中核として、新たに４つの専門領域（社会調査・統計、観光・サービス、IT&ビジネス、ビジネス心理）と2つの人材育成
プログラム（ビジネスリーダー、グローバル人材）を加えた教育を、理論と実践を通じて行います。

■2019年度以降入学生カリキュラムの教育内容
（21B・20B・19B）流通科学部 Faculty of Business, Marketing and Distribution 必修科目〇〇〇〇 選択科目〇〇〇〇

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

留学生のための日本語Ⅱ

※留学生のみ履修可

※いずれも、留学生のみ履修可

※Business English A・Bは留学生以外履修可
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１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

■基幹科目経営コース科目
組織をマネジメントする上で生じる人的・物的・財務的な
課題を理解するとともに、その課題解決に必要な専門知識
を体系的に修得して実社会で応用することができる。

■基幹科目商学コース科目
実社会の企業が対処すべき「市場」の問題構成を理解し、
その問題を解決するだけでなく解決策を維持する仕組み
を、流通システム、マーケティング戦略、物流システム、
国際貿易によって構築できる。

流通論 小売マーケティング

流通チャネル論

食品流通論

卸売マネジメント

国際流通論

流通政策論

地域活性化論

経営管理論

人的資源管理

原価計算Ⅰ

会計学概論

ファイナンシャル・プランニング論

経営組織論

コーポレートガバナンス

原価計算Ⅱ

財務会計論

金融論

アグリビジネス

経営戦略論

経営科学

経営学史

技術経営論

生産管理論

財務管理論

管理会計論

会計情報論

経営科学特講

イノベーション論

中小企業論

環境経営論
リスクマネジメント

税務会計論

経営分析論

経営診断論

証券論

マーケティングマネジメント

サービス・マーケティング

ソーシャル・マーケティング

消費者行動論

ブランド・マーケティング

グローバル・マーケティング マーケティング特別講義

商品開発論

eコマース論

販売促進論

広告論

商法 商業史 商学特講

関税法
貿易実務論

国際貿易法

SCM論

通関実務論

国際貿易論

商学概論

経営学概論流通科学入門

流通科学入門

経済学入門

マクロ経済学 ミクロ経済学

会社法 労働法 税法ビジネス法規

国際物流論 ロジスティクス論物流概論
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１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

■専門演習科目
専門ゼミでの演習を通じて、経営分野および商学分野に関
する特定のテーマについて研究を行い、指導教員のもとで
当該分野に関する専門的な知識を修得し、研究成果を卒
業論文として執筆・完成させる。

■発展科目社会調査・統計領域
経営学や商学で取り上げられるデータを理解し、分析する
ために必要な手法を学ぶことによってデータから科学的に
情報を得ることができる。また、所定の科目の単位を修得
することで社会調査士の資格を取得する。

■発展科目観光・サービスビジネス領域
観光やサービスを構成する様々な価値（運輸・宿泊・飲食・
もてなし・案内など）を理解し、外部ニーズと内部シーズ
をつなぐプロデュース、コーディネート、ビジネスモデル
の構築などを習得する。

■発展科目　IT＆ビジネス領域
論理的な思考や問題解決能力が、プログラミング能力の取
得を通して実践できる。また、より実際に即した情報分析
やシステム構築を通じて、社会やビジネス領域への実践的
な応用ができる。

■発展科目ビジネス心理領域
人の行動や心の動きに関する基礎的知識と人や組織、社
会への関わり方や援助の方法に関する知識を修得して経
営学や商学の分野で応用することができる。

■人材育成プログラム科目ビジネスリーダー
ビジネス組織の一員として、組織の課題を発見し、課題解
決に向けた具体策を立案して解決できる実践的な知識と
行動力を養うことができる。

社会調査入門

統計学基礎

社会調査法

社会統計学

観光学概論

ホテルマネジメント ビジネスホスピタリティ

観光社会学

MICE論

プログラミングⅠ プログラミングⅡ

社会心理学

認知心理学

インターンシップ

アドバンスト簿記Ⅰ

ビジネスプロジェクトA

ビジネスプロジェクトB

ビジネスプロジェクトC

アドバンスト簿記Ⅱ

リーダーシップと動機付け論

ケーススタディA

アドバンスト簿記Ⅲ

ケーススタディB

ケーススタディC

アドバンスト簿記Ⅳ

意思決定論

ビジネスエントリー演習Ⅰ ビジネスエントリー演習Ⅱ

専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

多変量解析の基礎

質的調査法

社会調査実習Ⅰ 社会調査実習Ⅱ

観光まちづくり

フードツーリズムⅠ フードツーリズムⅡ

情報処理応用Ⅰ

システム設計

経営情報システム論

情報処理応用Ⅱ

Web解析

産業・組織心理学

メンタルヘルスとカウンセリング

集団心理学

リーダーシップ特別講義

ケーススタディD

ケーススタディE

インターンシップ

サービスラーニング

情報処理論

情報処理演習

文書作成基礎

データ活用基礎

簿記Ⅰ 簿記Ⅱ

統計学概論
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１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

■人材育成プログラム科目グローバル人材
多様な価値観や異文化を理解し、国際性豊かな幅広い知
識と行動力を養うことができる。

グローバル人材特別講義

中国語Ⅲ

韓国語Ⅲ

Intermediate English A Intermediate English B

グローバルプロジェクト

グローバルビジネス総論

Advanced English BAdvanced English A

外書購読

グローバルビジネス各論

海外研修Ⅰ～Ⅳ

英語コミュニケーションA

英語コミュニケーションB

英語コミュニケーションC

英語コミュニケーションD

Business English A Business English B

留学生のための日本語Ⅰ 留学生のための日本語Ⅱ
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流通科学部 Faculty of Business, Marketing and Distribution
■教育目標
・流通科学部は、流通業、マーケティング、ロジスティクス関連の知識及び企業経営を中核にした教育を、理論と実践を通じて行うことにより、流通業、一般企業のマーケティング、ロジスティクス等の流通関連分野で、
　確固たる知識・能力に基づいて状況の変化に柔軟に対応できる、広く社会において指導的活躍が期待される人材を育成する。

必修科目〇〇〇〇 選択科目〇〇〇〇

１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

■グローバル人材の育成
他国の多様な価値観や文化を理解し、国際性豊かな広い
視野を養うことができる。

■人間性豊かな社会人（市民）の育成
卒業後、社会の一員として成長するための基盤となる素
養・知性・モラルを身につけるため、その基礎となる知
識を獲得する。

■修学基礎
大学での学び方、コミュニケーションスキル、社会人と
しての素養を修得できる。

■日本語
第三者の意見を理解し、自己の考えを表明できる。

■外国語
ビジネスを行うために最低限必要な英語の知識を習得し、
適切に意思疎通できる。

■情報処理
コンピュータに関する基本的な知識を修得し、目的に応じ
たソフト（文書作成・データ分析・ホームページ作成・プ
ログラミング）が利用できる。

■キャリア開発
就職環境などを把握し、自らの希望と適性を見極め、将来
の進むべき道を決定できる。

実務中国語Ⅱ

実務韓国語Ⅱ

スペイン語Ⅰ スペイン語Ⅱ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ 中国語Ⅲ 実務中国語Ⅰ

韓国語Ⅰ 韓国語Ⅱ 実務韓国語Ⅰ

日本語基礎Ⅰ 日本語基礎Ⅱ 日本語基礎Ⅲ 日本語基礎Ⅳ

日本事情

※いずれも、留学生のみ履修可能

流通科学研究演習Ⅲ

生涯スポーツ論
健康・スポーツ科学実習

生涯スポーツ実習

アカデミックリテラシー

コミュニケーション論

日本語Ⅰ 日本語Ⅱ

実務英語Ⅰ ＴＯＥＩＣⅠ ＴＯＥＩＣⅡ 実務英語Ⅱ

実務英語Ⅲ（海外研修：1～4年次受講可）

ビジネス英語Ⅰ ビジネス英語Ⅱ

情報処理論Ⅰ 情報処理論Ⅱ

マルチメディア演習 データベース演習文書作成基礎 文書作成応用

データ活用基礎 データ活用応用

インターンシップⅠ インターンシップⅡフィールドワーク

キャリアプランニングキャリアディベロップメント キャリアガイダンス

ベーシックスタディⅠ

ベーシックスタディⅡ

（18B）
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１　年　次
前 学 期 後 学 期

２　年　次
前 学 期 後 学 期

３　年　次
前 学 期 後 学 期

４　年　次
前 学 期 後 学 期

科目領域の教育目標

■問題解決・プロジェクト遂行
ビジネス上の問題に対し、解決案を策定・実行し、その過
程や成果を文書や口頭で明確に表現できる。

■流通マネジメント
流通・ロジスティクス全般に関わる基本的な知識や問題解
決能力を発揮できる。

■マーケティング
流通の新たな仕組みや市場を創造するマーケティング活
動を構想し実践することができる

■企業経営・組織運営
企業や組織を運営するにあたり適切な意思決定が可能に
なる専門的知識を修得し、問題を発見し解決できる

■企業会計・財務分析
経営状態を表現するための会計及び資金を適切に管理す
るための財務に関する知識を修得し、企業経営について
分析評価し、健全な会社運営のあり方について考えること
ができる。

■アジアビジネス
アジア各国の事情（歴史、文化、経済）と、ビジネスのあり
方に関する基礎的なスキルを身に付けることができる

総合演習Ⅰ
流通科学研究演習Ⅰ 流通科学研究演習Ⅱ

総合演習Ⅱ

流通科学入門

流通論
小売マーケティング 卸売マネジメント論

物流概論 国際物流論 ロジスティクス論 SCM論

流通チャネル論
国際流通論

食品流通論

流通政策論

マーケティング論 マーケティングマネジメント論

サービスマーケティング

マーケティングリサーチ 消費者行動論

マーケティング・サイエンス

製品開発論

販売促進論

ブランド論
広告論

観光論

ソーシャル・マーケティング論

グローバル・マーケティング論

e-コマース論

経営学概論 経営管理論 経営組織論 経営戦略論
国際経営論

イノベーション論
ベンチャー企業論

産業・組織心理学 人的資源管理
経営情報システム論

経営科学応用演習経営科学基礎演習

簿記Ⅰ 簿記Ⅱ アドバンスト簿記Ⅰ アドバンスト簿記Ⅱ

原価計算Ⅰ 原価計算Ⅱ

会計学概論 財務会計論

金融論

財務管理論

経営分析論

管理会計論

アジアビジネス総論 アジアビジネス各論 貿易実務論

アジアビジネス演習

海外インターンシップ国際文化論

アジアの経済

九州経済事情

流通科学総合講義Ⅱ

流通科学総合講義Ⅳ

流通科学研究演習Ⅲ

流通科学総合講義Ⅰ

流通科学総合講義Ⅲミクロ経済学 マクロ経済学

民事法入門 企業組織法

企業取引法

統計学Ⅰ 統計学Ⅱ

統計学Ⅰ 統計学Ⅱ

統計学Ⅰ 統計学Ⅱ

投資決定論

経営診断論

―
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
前
頁
の
続
き
）
さ
ら
に
全
体
か
ら
55
単
位
以
上
（
次
頁
へ
続
く
）
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

自
コ
ー
ス
の
科
目

�
�よ
り
20
単
位
以
上
��

（
次
頁
へ
続
く
）

○講2会 社 法

経
営
コ
ー
ス
科
目

基

幹

科

目 ※1○○講2中 小 企 業 論
○講2コーポレートガバナンス

※1○○講2経 営 学 史
※1○○講2経 営 戦 略 論

○講2経 営 組 織 論
○講2経 営 管 理 論

留学生のみ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
選
択
8
単
位
以
上
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
必
修
6
単
位
��
�
�○演⑴留学生のための日本語Ⅱ

＊

Ｌ

Ｌ

共

通

基

礎

科

目

留学生のみ○演⑴留学生のための日本語Ⅰ
留学生以外○演1Business Engl ish B
留学生以外○演1Business English A

○演1英語コミュニケーションＤ
○演1英語コミュニケーションＣ

○演1英語コミュニケーションＢ
○演1英語コミュニケーションＡ

○演2スピーチプレゼンテーション

＊

Ｃ
Ｌ ○演2レポートライティング

○講2コミュニケーション論
認定科目

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�必
修
17
単
位
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�演1資格取得による認定Ⅲ

＊

Ｂ

Ｌ

認定科目演1資格取得による認定Ⅱ
認定科目演1資格取得による認定Ⅰ

○講2ビ ジ ネ ス 法 規
○講2統 計 学 概 論

○講2現代ビジネスと社会学
○講2経 済 地 理 学
○講2ミ ク ロ 経 済 学

○講2マ ク ロ 経 済 学
○講2経 済 学 入 門
○講2物 流 概 論
○講2簿 記 Ⅱ

○講2簿 記 Ⅰ
○講2商 学 概 論
○講2経 営 学 概 論

○講2流 通 科 学 入 門
○演1情 報 処 理 演 習

○演1デ ー タ 活 用 基 礎
○演1文 書 作 成 基 礎
○講2情 報 処 理 論

必
修
4
単
位○演1スタディスキル Ⅳ

＊

Ａ
Ｌ ○演1スタディスキル Ⅲ

○演1スタディスキル Ⅱ
○演1スタディスキル Ⅰ

夏季集中／春季集中

�
�
�
（
前
頁
の
続
き
）
��
�
�○○○○○○○○演2英語・文化海外研修

外

国

語

教

養

科

目
○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅱ

○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅰ
○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅱ

○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅰ

※必修以外の外国語科目
は原則として母国語の履
修はできない。

○演1中 国 語 Ⅱ
○演1中 国 語 Ⅰ
○演1韓 国 語 Ⅱ

○演1韓 国 語 Ⅰ
留学生のみ○講⑵日 本 事 情

備 考調
査
士

社

会

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数 資格単位

＊AL=Academic Literacy，BL=Business Literacy，CL=Communication Literacy
LL=Language Literacy
※1 3、4年同時開講

年次別開講科目表の見方（流通科学部）

必修の欄に数字がある科目は
卒業のために必要です。

卒業するために4年間で必要
な単位数です。

自分の属するコースの科目を
20単位以上修得すること！

この4科目は必修なので、
必ず単位を修得すること！

「共通基礎科目」の中から8単
位以上修得してください。
8単位を超えて修得した場合は、
「さらに全体から55単位以上修
得」の方にカウントできます。
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年 次 別 開 講 科 目 表

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�さ
ら
に
全
体
か
ら
55
単
位
以
上
（
次
頁
へ
続
く
）
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�必
修
2
単
位
（
留
学
生
は
4
単
位
）
選
択
8
単
位
以
上
（
留
学
生
は
6
単
位
以
上
）（
次
頁
へ
続
く
）
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○実1生涯スポーツ実習Ｂ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学

教

養

科

目

○実1生涯スポーツ実習Ａ
○講2生 涯 ス ポ ー ツ 論

○○講2色 彩 の 科 学

自

然

科

学

○○講2体 の 科 学
○○○○講2地 学
○○講2生 物 学
○○○○講2食 の 科 学

○○講2化 学
○○○○講2情 報 科 学

○○講2統 計 学 入 門
○○○○講2数 学 の 考 え 方
○○講2環 境 論

閉講演2野 外 活 動 体 験

社

会

科

学

○○講2知 的 財 産 論
閉講講2ジ ェ ン ダ ー 論
○○講2金 融 リ テ ラ シ ー
○○講2九 州 経 済 事 情
○○講2マ ス コ ミ 論
○○○○講2ア ジ ア の 経 済
○○○○講2現 代 社 会 と 教 育
○○講2現 代 社 会 と 政 治
○○○○講2社会福祉とボランティア
○○講2博 多 学
○○○○講2歴 史 学

○○講2経 営 学
○○講2経 済 学
○○○○講2社 会 学

○○講2法 学
○○講2メンタルヘルス論

人

文

科

学

○○講2食 の 博 多 学
○○講2中 村 学

閉講講2ス ポ ー ツ 文 化
○○講2宗 教 学
○○講2ア ー ト ワ ー ル ド

○○講2音 楽 の 世 界
○○○○講2国 際 文 化 論

○○講2国 際 食 文 化 概 論
○○○○講2アジア食文化事情
○○講2リーダーシップ論
○○○○講2心 理 学

○○講2神 話 の 世 界
○○講2外 国 文 学
○○○○講2日 本 文 学

○○講2倫 理 学
○○○○講2哲 学

備 考調
査
士

社

会

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数 資格単位

授業科目及び単位数（2019年度以降入学生に適用）

21Ｂ
20Ｂ
19Ｂ
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
前
頁
の
続
き
）
さ
ら
に
全
体
か
ら
55
単
位
以
上
（
次
頁
へ
続
く
）
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

自
コ
ー
ス
の
科
目

�
�よ
り
20
単
位
以
上
��

（
次
頁
へ
続
く
）

○講2会 社 法

経
営
コ
ー
ス
科
目

基

幹

科

目 ※1○○講2中 小 企 業 論
○講2コーポレートガバナンス

※1○○講2経 営 学 史
※1○○講2経 営 戦 略 論

○講2経 営 組 織 論
○講2経 営 管 理 論

留学生のみ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
選
択
8
単
位
以
上
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
必
修
6
単
位
��
�
�○演⑴留学生のための日本語Ⅱ

＊

Ｌ

Ｌ

共

通

基

礎

科

目

留学生のみ○演⑴留学生のための日本語Ⅰ
留学生以外○演1Business English B
留学生以外○演1Business English A

○演1英語コミュニケーションＤ
○演1英語コミュニケーションＣ

○演1英語コミュニケーションＢ
○演1英語コミュニケーションＡ

○演2スピーチプレゼンテーション

＊

Ｃ
Ｌ ○演2レポートライティング

○講2コミュニケーション論
認定科目

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�必
修
17
単
位
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�演1資格取得による認定Ⅲ

＊

Ｂ

Ｌ

認定科目演1資格取得による認定Ⅱ
認定科目演1資格取得による認定Ⅰ

○講2ビ ジ ネ ス 法 規
○講2統 計 学 概 論

○講2現代ビジネスと社会学
○講2経 済 地 理 学
○講2ミ ク ロ 経 済 学

○講2マ ク ロ 経 済 学
○講2経 済 学 入 門
○講2物 流 概 論
○講2簿 記 Ⅱ

○講2簿 記 Ⅰ
○講2商 学 概 論
○講2経 営 学 概 論

○講2流 通 科 学 入 門
○演1情 報 処 理 演 習

○演1デ ー タ 活 用 基 礎
○演1文 書 作 成 基 礎
○講2情 報 処 理 論

必
修
4
単
位○演1スタディスキルⅣ

＊

Ａ
Ｌ ○演1スタディスキルⅢ

○演1スタディスキルⅡ
○演1スタディスキルⅠ

夏季集中／春季集中

�
�
�
（
前
頁
の
続
き
）
��
�
�○○○○○○○○演2英語・文化海外研修

外

国

語

教

養

科

目
○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅱ

○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅰ
○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅱ

○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅰ

※必修以外の外国語科目
は原則として母国語の履
修はできない。

○演1中 国 語 Ⅱ
○演1中 国 語 Ⅰ
○演1韓 国 語 Ⅱ

○演1韓 国 語 Ⅰ
留学生のみ○講⑵日 本 事 情

備 考調
査
士

社

会

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数 資格単位

21Ｂ
20Ｂ
19Ｂ

＊AL=Academic Literacy，BL=Business Literacy，CL=Communication Literacy
LL=Language Literacy
※1 3、4年同時開講
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※1

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
前
頁
の
続
き
）
さ
ら
に
全
体
か
ら
55
単
位
以
上
（
次
頁
へ
続
く
）
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
自
コ
ー
ス
の
科
目
よ
り
20
単
位
以
上
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○閉講講2商 学 特 講

商

学

コ

ー

ス

科

目

基

幹

科

目

※1○○講2通 関 実 務 論
※1○○講2国 際 貿 易 法

○講2関 税 法
※1○○講2貿 易 実 務 論
※1○○講2国 際 貿 易 論
※1○○講2Ｓ Ｃ Ｍ 論
※1○○講2食 品 流 通 論
※1○○講2国 際 流 通 論

○講2ロジスティクス論
○講2国 際 物 流 論

※1○○講2卸売マネジメント
※1○○講2ｅ コ マ ー ス 論
※1○○講2流 通 チ ャ ネ ル 論
※1○○講2流 通 政 策 論

○講2商 業 史
○講2商 法

※1○○講2地 域 活 性 化 論
※1○○講2消 費 者 行 動 論
※1○○講2広 告 論
※1○○講2販 売 促 進 論

○講2商 品 開 発 論
※1○○講2ブランド・マーケティング
※1○○講2マーケティング特別講義
※1○○講2グローバル・マーケティング

○講2ソーシャル・マーケティング
○講2サービス・マーケティング
○講2小売マーケティング

○講2マーケティング・マネジメント
○講2流 通 論

※1○○講2経 営 科 学 特 講

経

営

コ

ー

ス

科

目

※1○○演2経 営 科 学
※1○○講2証 券 論

○講2ファイナンシャル・プランニング論
※1○○講2会 計 情 報 論
※1○○講2経 営 診 断 論
※1○○講2経 営 分 析 論
※1○○講2財 務 管 理 論

○講2金 融 論
※1○○講2税 務 会 計 論
※1○○講2管 理 会 計 論

○講2財 務 会 計 論
○講2原 価 計 算 Ⅱ

○講2原 価 計 算 Ⅰ
○講2会 計 学 概 論

※1○○講2イノベーション論
※1○○講2生 産 管 理 論
※1○○講2技 術 経 営 論

○講2人 的 資 源 管 理
※1○○講2リスクマネジメント
※1○○講2環 境 経 営 論

○講2ア グ リ ビ ジ ネ ス
※1○○講2税 法

○講2労 働 法

備 考調
査
士

社

会

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数 資格単位

※1 3、4年同時開講

21Ｂ
20Ｂ
19Ｂ
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認定科目

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
前
頁
の
続
き
）
さ
ら
に
全
体
か
ら
55
単
位
以
上
（
次
頁
へ
続
く
）
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�実2サービスラーニング

ビ

ジ

ネ

ス

リ

ー

ダ

ー

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

○○実1インターンシップ
※1○○演2ケーススタディＥ
※1○○演2ケーススタディＤ

○演1ケーススタディＣ
○演1ケーススタディＢ

○演1ケーススタディＡ
※1○○○実2ビジネスプロジェクトＣ
※1○○○実2ビジネスプロジェクトＢ
※1○○○実2ビジネスプロジェクトＡ

○演1アドバンスト簿記Ⅳ
○演1アドバンスト簿記Ⅲ

○演1アドバンスト簿記Ⅱ
○演1アドバンスト簿記Ⅰ
○講2意 思 決 定 論

○講2リーダーシップと動機付け論
※1○○講2リーダーシップ特別講義
※1○○講2集 団 心 理 学

ビ
ジ
ネ
ス
心
理
領
域

発

展

科

目

※1○○講2メンタルヘルスとカウンセリング
※1○○講2産業・組織心理学

○講2認 知 心 理 学
○講2社 会 心 理 学

※1○○演2情 報 処 理 応 用 Ⅱ

Ｉ
Ｔ
＆
ビ
ジ
ネ
ス
領
域

※1○○演2情 報 処 理 応 用 Ⅰ
※1○○講2Ｗ ｅ ｂ 解 析
※1○○講2経営情報システム論
※1○○講2シ ス テ ム 設 計

○演2プログラミングⅡ
○演2プログラミングⅠ
○講2ビジネスホスピタリティ

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
領
域

※1○○講2フードツーリズムⅡ
※1○○講2フードツーリズムⅠ
※1○○講2観 光 ま ち づ く り

○講2Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ 論
○講2ホテルマネジメント
○講2観 光 社 会 学

○講2観 光 学 概 論
※12○○実2社 会 調 査 実 習 Ⅱ

社
会
調
査
・
統
計
領
域 ※12○○実2社 会 調 査 実 習 Ⅰ

2○講2社 会 調 査 法
2○講2社 会 統 計 学
2○講2統 計 学 基 礎

※1、※2Ａ○○講2質 的 調 査 法
※1、※2Ａ○○講2多変量解析の基礎

2○講2社 会 調 査 入 門

�
�必
修
4
単
位
�
�○演1専 門 ゼ ミ Ⅳ

専
門
演
習
科
目 ○演1専 門 ゼ ミ Ⅲ

○演1専 門 ゼ ミ Ⅱ
○演1専 門 ゼ ミ Ⅰ
○演1ビジネスエントリー演習Ⅱ

○演1ビジネスエントリー演習Ⅰ

備 考調
査
士

社

会

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数 資格単位

※1 3、4年同時開講
※2 社会調査士資格取得希望者は、Ａから2単位以上修得してください。

21Ｂ
20Ｂ
19Ｂ
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25231合 計

認定科目

�
�（
前
頁
の
続
き
）さ
ら
に
全
体
か
ら
55
単
位
以
上
��実2海 外 研 修 Ⅳ

グ

ロ

ー

バ

ル

人

材

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

認定科目実2海 外 研 修 Ⅲ
認定科目実2海 外 研 修 Ⅱ
認定科目実2海 外 研 修 Ⅰ
※1○○実2グローバルプロジェクト
※1○○演1外 書 講 読

○演1韓 国 語 Ⅲ
○演1中 国 語 Ⅲ

※1○○演1Advanced English B
※1○○演1Advanced English A

○演1Intermediate English B
○演1Intermediate English A

※1○○講2グローバルビジネス各論
※1○○講2グローバルビジネス総論

○講2グローバル人材特別講義

備 考調
査
士

社

会

条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数 資格単位

※1 3、4年同時開講

21Ｂ
20Ｂ
19Ｂ
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留学生のみ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
さ
ら
に
全
体
か
ら
60
単
位
以
上
（
留
学
生
は
52
単
位
以
上
）
修
得
（
次
頁
へ
続
く
）
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
必
修
2
単
位

選
択
8
単
位
以
上
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�○講⑵日 本 事 情

教

養

教

育

科

目

○実1生 涯 ス ポ ー ツ 実 習
○実1健康・スポーツ科学実習

○講2生 涯 ス ポ ー ツ 論
○○講2色 彩 の 科 学
○○講2体 の 科 学
○○講2地 学
○○講2生 物 学
○○○○講2食 の 科 学

○○講2化 学
○○講2統 計 学 入 門
○○○○講2数 学 の 考 え 方

○○演2野 外 活 動 体 験
○○講2ジ ェ ン ダ ー 論
○○○○講2社会福祉とボランティア
○○○○講2社 会 学

○○講2知 的 財 産 論
○○講2環 境 論
○○○○講2情 報 科 学
○○講2博 多 学
○○○○講2歴 史 学

○○講2マ ス コ ミ 論
○○講2金 融 リ テ ラ シ ー
○○講2経 営 学
○○○○講2九 州 経 済 事 情
○○○○講2ア ジ ア の 経 済
○○○○講2経 済 学
○○講2現 代 社 会 と 教 育
○○講2現 代 社 会 と 政 治

○○講2法 学
○○講2食 の 博 多 学
○○講2ス ポ ー ツ 文 化

○○講2宗 教 学
○○講2ア ー ト ワ ー ル ド

○○講2音 楽 の 世 界
○○○○講2国 際 文 化 論

○○講2国 際 食 文 化 概 論
○○○○講2ア ジ ア 食 文 化 事 情

閉講○講2リ ー ダ ー シ ッ プ 論
○○講2メ ン タ ル ヘ ル ス 論
○○講2心 理 学

○○講2神 話 の 世 界
○○講2外 国 文 学
○○○○講2日 本 文 学

○○講2倫 理 学
○○○○講2哲 学

○○講2中 村 学

備 考
条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数

授業科目及び単位数（2018年度入学生に適用）

（ ）は留学生単位数

18Ｂ
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
前
頁
の
続
き
）
さ
ら
に
全
体
か
ら
60
単
位
以
上
（
留
学
生
は
52
単
位
以
上
）
修
得
（
次
頁
へ
続
く
）
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�必
修
10
単
位
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○演2流通科学研究演習Ⅲ

キ

ャ

リ

ア

開

発

科

目

○演2流通科学研究演習Ⅱ
○演1流通科学研究演習Ⅰ

○演2総 合 演 習 Ⅱ
○演2総 合 演 習 Ⅰ

○講2流通科学総合講義Ⅳ
○講2流通科学総合講義Ⅲ

○講2流通科学総合講義Ⅱ
○講2流通科学総合講義Ⅰ
○講2ベーシックスタディⅡ（数学）
○講2ベーシックスタディⅠ（日本語）

○実1インターンシップⅡ（企業実習）
○演1インターンシップⅠ（企業実習事前研究）

○○○演2フ ィ ー ル ド ワ ー ク
○講2キャリアガイダンス

○演2キャリアプランニング
○講2キャリアディベロップメント

○講2コミュニケーション論
○演1アカデミックリテラシー

�
必
修
4
単
位

選
択
必
修
2
単
位
��○演1デ ー タ ベ ー ス 演 習

情
報
処
理
科
目

共

通

基

礎

科

目

○演1マルチメディア演習
○演1デ ー タ 活 用 応 用

資格取得による単位認定※3演1デ ー タ 活 用 基 礎 B
○演1デ ー タ 活 用 基 礎 A
○演1文 書 作 成 応 用

資格取得による単位認定※3演1文 書 作 成 基 礎 B
○演1文 書 作 成 基 礎 A

資格取得による単位認定※2講2情 報 処 理 論 Ⅱ B
○講2情 報 処 理 論 Ⅱ A

○講2情 報 処 理 論 Ⅰ

�
�
�
�
�
�
�必
修
8
単
位
��
�
�
�
�
�○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅱ

外
国
語
科
目

○○演1ス ペ イ ン 語 Ⅰ
○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅱ

○○演1フ ラ ン ス 語 Ⅰ
○演1韓 国 語 Ⅱ

○演1韓 国 語 Ⅰ
※必修以外の外国語
科目は原則として母
国語の履修はできな
い。

○演1中 国 語 Ⅱ
○演1中 国 語 Ⅰ

集中○○○○○○○○演2実務英語Ⅲ（海外研修）
※1○演2実務英語Ⅱ（ライティング）
※1○演2T O E I C Ⅱ
※1○演2T O E I C Ⅰ
※1○演2実務英語Ⅰ（入門コース）

�
�
�
�
�

留学生のみ

�
�必
修
4
単
位
�
�○演⑵日本語基礎Ⅳ（上級）

日
本
語
科
目

○演⑵日本語基礎Ⅲ（上級前期）
○演⑵日本語基礎Ⅱ（中級後期）

○演⑵日本語基礎Ⅰ（中級前期）
○演2日本語Ⅱ（スピーチ・プレゼンテーション）

○演2日本語Ⅰ（論文作成・表現）

備 考
条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数

（ ）は留学生単位数
※1 週2回開講
※2 A、B何れか1科目修得可。目標資格は2科目とも同じ。
※3 A又はBから1単位修得。目標資格は2科目とも同じ（選択必修）

18Ｂ
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※4

�
�
�
�（
前
頁
の
続
き
）
さ
ら
に
全
体
か
ら
60
単
位
以
上
（
留
学
生
は
52
単
位
以
上
）
修
得
（
次
頁
へ
続
く
）
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�自
コ
ー
ス
の
科
目
よ
り
選
択
12
単
位
以
上
��
�
�
�
�
�
�
�○○講2S C M 論

専
門
発
展
・
応
用
科
目
（
流
通
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

専

門

科

目

○講2ロ ジ ス テ ィ ク ス 論
○講2国 際 物 流 論

※4○○講2流 通 政 策 論
○講2食 品 流 通 論

※4○○講2国 際 流 通 論
○講2小売マーケティング

※4○○講2卸売マネジメント論
※4○○講2流 通 チ ャ ネ ル 論

○講2流 通 論
○講2消 費 者 行 動 論

※4閉講講2マーケティング・サイエンス
○講2マーケティングリサーチ

※4○○講2グローバル・マーケティング論
○講2ソーシャル・マーケティング論

※4○○講2観 光 論
○講2サービスマーケティング

※4○○講2広 告 論
※4○○講2e ‐ コ マ ー ス 論
※4○○講2販 売 促 進 論
※4○○講2製 品 開 発 論
※4○○講2ブ ラ ン ド 論

○講2マーケティングマネジメント論

�
�
必
修
10
単
位

選
択
4
単
位
��
�○講2民 事 法 入 門

専
門
基
礎
科
目

○講2マ ク ロ 経 済 学
○講2ミ ク ロ 経 済 学
○講2統 計 学 Ⅱ

○講2統 計 学 Ⅰ
○講2簿 記 Ⅱ

○講2簿 記 Ⅰ
○講2経 営 学 概 論
○講2物 流 概 論

○講2マ ー ケ テ ィ ン グ 論
○講2流 通 科 学 入 門

備 考
条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数

※4 3、4年次同時開講

18Ｂ
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※4

�
（
前
頁
の
続
き
）
さ
ら
に
全
体
か
ら
60
単
位
以
上
（
留
学
生
は
52
単
位
以
上
）
修
得
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
自
コ
ー
ス
の
科
目
よ
り
選
択
12
単
位
以
上
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�○○講2投 資 決 定 論

専
門
発
展
・
応
用
科
目
（
経
営
）

専

門

科

目

※4○○講2管 理 会 計 論
※4○○講2財 務 管 理 論

○講2財 務 会 計 論
○講2会 計 学 概 論
○講2原 価 計 算 Ⅱ

○講2原 価 計 算 Ⅰ
○講2アドバンスト簿記Ⅱ

○講2アドバンスト簿記Ⅰ
○講2企 業 取 引 法
○講2企 業 組 織 法

※4○○演1経 営 科 学 応 用 演 習
○演1経 営 科 学 基 礎 演 習

○講2経営情報システム論
○講2経 営 診 断 論
○講2経 営 分 析 論

○講2金 融 論
※4○○講2イ ノ ベ ー シ ョ ン 論
※4○○講2国 際 経 営 論
※4○○講2ベ ン チ ャ ー 企 業 論

○講2産 業 ・ 組 織 心 理 学
※4○○講2人 的 資 源 管 理

○講2経 営 戦 略 論
○講2経 営 組 織 論

○講2経 営 管 理 論

備 考
条

件

卒
業
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数

124－－－－25938
（48）合 計

さ
ら
に
全
体
か
ら
60
単
位
以
上（
留
学
生
は
52
単
位
以
上
）修
得

�
�
�
�
�
�
�
選
択
9
単
位
以
上
�
�
�
�
�
�
�※5実2海外ビジネス留学Ⅲ

専
門
発
展
・
応
用
科
目
（
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
）

専

門

科

目

※5実2海外ビジネス留学Ⅱ
※5実2海外ビジネス留学Ⅰ
閉講実1海外インターンシップ
○演1ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ

○演1ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ
○演1実 務 韓 国 語 Ⅱ

※必修以外の外国語
科目は原則として母
国語の履修はできな
い。

○演1実 務 韓 国 語 Ⅰ
○演1実 務 中 国 語 Ⅱ

○演1実 務 中 国 語 Ⅰ
○演1中 国 語 Ⅲ

○演1アジアビジネス演習
○講2貿 易 実 務 論

アジアビジネスコース必修2○講2アジアビジネス各論
アジアビジネスコース必修2○講2アジアビジネス総論

備 考
条

件

卒
業
の

条

件

修
了
の後前後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系
列

4年次3年次2年次1年次
開 講 年 次単位数

※4 3、4年次同時開講
※5 海外留学による認定科目

18Ｂ
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他学部履修科目一覧表
流通科学部入学生（2～4年生）が受講できる教育学部の科目

1．流通科学科授業科目
のうち、全体に係る
選択科目とする。た
だし、各系列指定の
単位には含めない。

2．在学中に履修できる
他学部履修科目（教
育学部開講）及び単
位互換科目（短期大
学部開講）の単位数
は、通算10単位以内
とする。

3．他学部履修科目を履
修希望できる学生は、
1年以上在学し、2
年次履修登録時は累
積30単位以上、3年
次履修登録時は累積
60単位以上、4年次
履修登録時は累積90
単位以上修得してい
る者とする。

○講2国 語 特 論

2
0
2
1
年
度
単
位
互
換
科
目

○講2児 童 文 学

○○○講2教 育 社 会 学

備 考
卒
業
の

条

件後前後前後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
4年次3年次2年次

開 講 年 次単位数

単位互換科目一覧表
流通科学部（2～4年生）が受講できる短期大学部キャリア開発学科の科目

1．流通科学科授業科目のうち、全体
に係る選択科目とする。ただし、
各系列指定の単位には含めない。

2．在学中に履修できる他学部履修科
目（教育学部開講）及び単位互換
科目（キャリア開発学科開講）の
単位数は、通算10単位以内とする。

3．単位互換科目を履修希望できる学
生は、1年以上在学し、2年次履
修登録時は累積30単位以上、3年
次履修登録時は累積60単位以上、
4年次履修登録時は累積90単位以
上修得している者とする。

○講1生 活 関 連 ビ ジ ネ ス＊

2
0
2
1
年
度
単
位
互
換
科
目 ○講1ＩＴサービスビジネス＊

○講2日 本 経 済

○講2キャリアとワークライフバランス

○講2生 活 と 福 祉

○講2生 活 と 消 費

○講2インテリアコーディネート

備 考
条

件

卒
業
の後前

授
業
方
法

選
択

必
修

授 業 科 目
系

列
2・3・4年次
開 講 年 次単位数

※キャリア開発学科単位互換科目については、キャリア開発学科受講者数との調整により、流通
科学部生の受講者数を1授業時間につき、10名以内に定員制限しています。なお、＊印の科目
について、キャリア開発学科受講者数が130名を超える場合は、10名以内でも履修制限をする
ことがあります。

※教育学部の他学部履修科目については、教育学部受講者数との調整により、流通科学部生の受
講者数を1授業時間につき、20名以内に定員制限しています。また、児童文学については、流
通科学部の2年次学生のみの対象となっています。
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教養教育科目 Liberal Arts
■教育目標
「建学の精神」の一つである“人間教育の根幹”に立ち返りながら、日本人としての人格形成を目指すとともに、市民としての自覚を持ち、現代に生きるグローバルな視点を養うといった、人間性豊かで広い視野を
もった社会人になる素養を養う。

必修科目〇〇〇〇 選択科目〇〇〇〇

前 学 期 後 学 期科目領域の教育目標

■「建学の精神」を体現する人材の育成①
日本の歴史・伝統・文化を知ることにより、日本及び
日本人の特質を理解し、日本人としての自覚を深める。

■「建学の精神」を体現する人材の育成②
現代の日本を様々な角度から探求し、社会の動きに関心
を持つ習慣を身に付ける。

■グローバル人材の育成
他国の多様な価値観や文化を理解し、国際性豊かな広い
視野を養うことができる。

■ローカル人材の育成①
博多の歴史・伝統・食文化を理解しつつ、現在の経済状
況や環境問題等に目を向けることができる。

■ローカル人材の育成②
さまざまな分野の観点から、地域の活性化について、自ら
考えることができる。

■能動的な人材の育成
多様な状況に対し、自ら考え、判断し、行動する力を
養う。

■人間性豊かな社会人（市民）の育成
卒業後、社会の一員として成長するための基盤となる
素養・知性・モラルを身につけるため、その基礎とな
る知識を獲得する。

中村学 日本文学 倫理学
食の科学 歴史学宗教学

経営学 マスコミ論 現代社会と教育
現代社会と教育法学

スポーツ文化
金融リテラシー

国際文化論
環境論

食の科学

経済学

アジアの経済アジアの経済
宗教学

音楽の世界
アジア食文化事情

アジア食文化事情

スペイン語Ⅰ スペイン語Ⅱ
フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ
中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

韓国語Ⅰ 韓国語Ⅱ

食の博多学
環境論
博多学

経営学 法学 ジェンダー論
知的財産論経済学

野外活動体験

社会学現代社会と政治
マスコミ論

社会福祉とボランティアコミュニケーション論社会福祉とボランティア

哲学

数学の考え方

心理学 心理学

知的財産論

倫理学

情報科学

メンタルヘルス論

社会学

化学
金融リテラシー

法学音楽の世界

社会学
地学 体の科学

経営学

色彩の科学
ジェンダー論

経済学
マスコミ論

アートワールド

統計学入門

社会学

神話の世界

コミュニケーション論

国際食文化概論

野外活動体験 歴史学日本文学

国際文化論

哲学

数学の考え方
情報科学
生物学

外国文学

知的財産論

九州経済事情

経済学

リーダーシップ論

経済学
地学
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